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 ブリ仔採捕並びに蓄養管理試験

 A目的ブリ任の分布状態の究明並びに稚魚の健全危種菌化と出荷

 B試験方法の概要

 a其朋罰5月3日～6月26日

 b場所根拠地山川採捕範囲大隅海峡～甑海峡

 ○漁具前一隼とお・り

 a稚魚管理採捕したプリ仔は根拠地で選別して1間又ぱ2間立方のクレモナもじ桐生賛に
 蓄養,1～2週間で種苗化し言十数,計.量の上,出荷した。

 θ選別網①クレモナ16本無結節18節大きさ:120×120×100q肌

 ②416本然緕節12節大きさ:80×80×85c㎜
 f投餌冷凍アジ,カタクナイワシを摺り餌として1日当り魚体重の30～40%程度を与

 えた。7時から18時まで2～3時間おきに6回に分けて投与。

 C,試験成績

 a流れ藻,ブリ任の出現,採捕

 流れ藻1全般的に少なかった。従来の主漁場辺塚→現音崎沖は5月中旬(前半)まで極め
 て少浪く後半以降かなり出乳

 鹿児島湾口附近てば立目崎～佳多岬周辺,開聞岳S沖にや＼多し。

 種子島北西海域てば.種チ島浦酬中に†>多し。
 6月」二句'南薩浩岸には少;をし,一(聴取りめ結果てば6月中旬多か。た由)

 甑海峡中瀬～串木野沖小島周辺に極めて多し。

 ブリ仔;句別採捕量

 5月上旬(5日操業)約22,600屍体長2～10o肌(3～5c肌,1～2牙多し)
 中旬(6日〃)クZ150尾〃2～12c肌(3～50㎜,149多し)
 下句(6日〃)約3,670屍体長3～12c肌(10c㎜内外,128内外多し〕

 6月上句(6日〃)約900層ク5～7cm内外
 中旬(3日〃)牛・30尾10C肌内外
 下句(2日〃)0尾

 流れ藻の出現とぷり任の出現状況は必ずしも正の相関を示さない。
        bフリの蓄養管理

        句受入⊥        出荷先総重量1尾平均重亙て確定屈■函爾頑「・・Fイ
        5月一正22600.旬35.3k多

        山一'一一'一一L-z39'一一一一'一■一■2,650■一        中71509牛根19345別31Z4
        一『一■一'

        、月モドlll3づ迷二1138■「O        ユ'一2。い竃に3496         '一

        1,3〕oは        一山r中76.15←二一一一一1        30■        一不L三三そ5_
        025山川43,4101932,245刈150.80

        一'一一言十引,3つり266605298454,oU5歴81乙.つ=
        '一'

 屈■函爾頑「
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 逮別:削…【」○そ≡蛎■」網一1∵.;1』し、㍉一.一1、λ,幻卍」1問に大・lr1.一つ二;三別を行うにばや㌧困難でめるが,

 側0一コ枠外=な今11[モ・生f粋人れて叶で紬手傷?{寸そ=こけ川1iて地
 計数1尾獅11ij定三11…壬1年・1て,良好な結・促をf二欣。

 D考察

 a魚体がや㌧大型(体長10～12c肌)と:ユろと旋網を使用すべきである。即ち,抄網・旋網
 併用した方が得策と響、わ一1しら。

 bブリ仔が流れ藻につく機椛(フIリ任の浮游,流れ狐つ浮上,浮游一と海潮流,ブリ任の流れ藻

 選択性等)の究明が必要である。

 C各地曳縄漁船等からの情榊蒐集して敏速な探索漁場の千兇山を行うことが必要である。

 d最小型魚の選別をもうτ段行う必要がある。
 θ投餌九去にも再検討の余.地ありつ(ミンナ師・の流出によるロス,不断摂餌の方法等〕

 f健全な種苗生産のために鮮魚1勾以外の餌料あるいは添加物を一考慮すべきである。
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 ハマチ蓄養場における潮流・水質調査

 A目的ハマナの適正放養尾数を把握!、.て健全な育成のためつ資料を得る。

 B試験方法の概・要

 a場所畑固山川港内7月19日～20口
 (何れも小汐時)

 ≡晦〒潟8」F」31日～9月1日

 b御例些13時出L正続て・1時間毎の観tOl!とした。

 潮、硫観測,エクマニノメルツ=j書流計(山川港)CM'1B型電気流速計(海{り)

 水質調査,海洋舳1:」法に作拠。

 一周査7k1渠,2.5πLなあ、≡∫一王,羽て'にt15□寺00↓ソ「第25cπL,50oπ},100cπL

 150c肌,200C㎜,250c7π。ク)各水淡の潮流1観測を行うた.。

 c適正放養ルつ検討桁存酸素を.へ≒礎と灯る並魚〃論1川ち次式によって行った。

 旦{笠内り・溶・存酸素・がイ、マ・月二)正常た生甲二・以ミ製なある一ニセ五;1存一佳一ナるとすろと

 1・。一寺(・rリ)一・・(C、一・)ユ)が成り立つ。ll〕
 K1=ふH一」BOl.11一丁.・う一.・コ:・.t,1

 ̂r㍗一÷2二とな・㌔
 何し,Olt1Wニル?す!・lI映.・=一(肌/リ

 ls1飽和艘素祉(帆g/～)
 一リg?一



 0エ:生費に流入してくる水・り。破素二一1(皿9/e)

 V:空1賛の脊硫(e).
 v:帆テ時間、こ生ユtにレi,,人十る水.lj土(～/h)
 KI=・・、マーチ,・そ○他生ニセ内1り⊥1一句,タ共生{、…コ、二よるヨ隻奏…消鋒己量(洲g/e.n)

1

 K:酸'素1二二)湾入係数¢肌/h)=f-
 f:masot1一=ユn臼fθrcoOfficiθnt(Oπら/h)

 D:水深

 k:ハマチの一I麦素泊仰1止;1(汎チ/kg,h)

 A:ハマナ収容1πi=(晦/e)
 B:プランクトン・有機物の酸素{1'j工董土ヒ(肌牙/e)

 C言式葛食乃皮系賢

 ユ山川

              鯉`貝1時間(・o)気温、水1.'。,(c)(25励P目榔息素老冊)D吻婁ODつ飽一肌隻(%)(qm1'■OD、」atコ、meN.4燐酸肌物I享游物質潮流速vU帆へ潮抱本位水備一考
              幽宅27,52988.18.455.82789.60.405.60.851.60.骨9
              Z0028.02998.2818.585.86190.10.516.80.924.40.501219

              8.0028.829.98.る28.486.480996C.ろ4一一一一一■2.608.50.832.80.807139              90029430.18.328.42一6.655■一0.2-33.0-6.10.560.00.6024.61              0.0031.330.8.388.446.58401.20.400.602.00.5518.81

              1.0032.530.8.388,406.53100,40.404.20.812,80.45062.10

              2.0033.930.08.408.406,923一…■06.40.488,5.332.80.43682.08
              3.1035.030.28.468.357.42314.10.45o.3.272.00.8209一'一1.90
              4.0033.7299_.8.448.38727511.80.512,80.981.20.ア565.ア0

              '.05060.45一              5.0034.529.98.408.446.93106.50.401.30.98Z0

              6.0033,250.08.448.41Z4ハ214.40.409.10,582.40.24

              Z0032.230.08.418.40zア461900.40z60.566.40.4506.05

              8.0030.30.28.468.39Z17010.20.444.00.833.20.87520.94
              '一一

              90029830.28.468.358.03ア23.50.456.40.815.60.6162.05
              1五/ 『三」勺0,565cπ!/S

 v;3.6πL×3.6πL×3.oπL=38・88加,

 v;10-8肌択16.2%=1ア4.96m!(実測値の80%とした)
 ・工;6,920吻e
 cミ。{4.54・γe;6-5肌矛〃(A川wT30・04Jc・^・・Ge/8,42%〕

1

 K…10×一=0033
500..つ・,

 4i860πEg/岩g.児'
 B;実こ=l1値0.0135一皿g/τ(こ」二てけ一㌔八多く全て,0・02帆g/e・五)
 C;3・1え/e=・4.3材/“1縦1j
 l.正へこ,一=0,0031ろ5ポー0,000U612
 A.二0,016.ユ862kク/～コ1≦.486kアノイ皿…
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海湾

1
.

l13-00i3000

容11

                  I一一'水温一{一L0一「一一'I}…                  時。㌦山1、。、、1、。。;畿、5。。`凹凹rπ」考■■'一0
                  脳1・柿流げ・一1亡速流向流速'一[向榊1一

                  Z956.850

                  986.9610ユ
                  13-00'30.0090^986.アア03.4                  '一⊥一

                  14-0030.106.ア202・弓。十十.S㍗                  15-00乙0.1095986.9005-7ザ2.5■W2.5■0sτ平均流1.52.13止宝0936㎜ノ0,11.4833,690・1軍%                  一一I

                  16-0口30.106.9306茸…0SE0.b'0二r、一0                  17-0030.13906.84蒜、荒0.1s,E1.0SE0.'SSE                  3面下90
                  一一一

                  8-006,81山“王2,5丑岬0.1M佃
                  9-0030.00856.7202.1〕w2.52.5≡w0.■0一02.1

                  26.ア402.9!E2.5sE4,0sE251困E1.0SE0.1'革
                  26.6100、'RE2,5NE2.0.;E2.5亘1.0{E1.0一02.75

                  26.62悪霧一、一一03.0                   lH;                  1'6.612.5一仁.0.0                  2W■■03.0

                  型80胆坐'2.0S皿1一0一!0一02.78

 二1、刊

 生一80胆坐w20s皿

 i6×6×4肌目144肌,

 v;24ηジ×26.95π}/尾箏646.8πL,(ヲ=≡損1jf直・の80%)

 一工;6・73械〃
 。。;4・585・=c/e三6.58肌牙/e(AΨowT30・1o0AveCe17ア8%o)

1

 Ki10X痂一=0・04
 尾i860η}9/・壱8・五B;0.02ηLg/e

 C;3㏄〃=4.3肌g/eを採用

 従りて,邊皇0.00283吾,0.0000829

 A=0.0127896Kg/e=12,ア89Kg/械

 D考察

 刈』川港調査地、点に赤いて1,㌃,平均流速0.56c肌/S,海渇てば0,936c㎜/官Σなっていて,海
 潟の方が流速大であるが,午貰.網の一大き一ミ,溶存酸素量の相異・などにょりそれぞれの生費
 の適正放養祉は山川16,486Kg/松テ㈱12,789Kg/材である。

 48月に一抱'jハ÷一∫一か500～6009になるとすると,山川の生費網では27～33尾/帆,

 即ち1.0.20～1,250尾が適正放荏・1一=で、らり,海況の生笹網で一け21～25尾/㎜リ{llち,

 3,020～3,600」己が率下放掛1…'というところで1らる。
 ○山」■1にお・いてNH3-Nが最ブ(18rato舳/e鰍ぴ典何に多い(普通正常海水4以下),
 工場発水に起因寸るも一って一はないかと,是,!われる。

 川.'『者九万口」一一

 宮口iキ
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 減水養魚場における酸素補給試験

 A目的夏期高水舳時に利ける水質悪化特に酸素不足に対する王買境改善

 B試験方法の概要

 a場所牛根養魚場

 b期間8月上㍗中旬

 ○方法養1地.暢堤防止にコンプレッサー(3庄)をかき,ビニールホースで空気を水深、10

 肌に施設した発泡管に道5込む,発、他管(ビニールホース)は20C肌間隔に小

 孔をあけ,直線(長さ10肌)及び円形(円崩30c肌)として所定水深に水平に

 施設し,各試験毎に次回定、点の0肌,5肌,9冊のD〇一変化をウィンクラー法に

 より,;周べた。'また,千満によるDO変化も対照として.粥査した。

 迎蔓里凹直線ホース発泡試験
 I～V区ホース設置水深=10η}科

.
1

3肌5肌

・×…×・・

 ア肌10肌

・×…X…

 I皿皿

 V(発泡停止後2時期〕

 VI(ホース設酋水深=7肌)

 ・一一一一一一rシ

 lVホースから堤防までの

 匠巨妄征自=子勺35ηL

 各試験区位置姻⑰円形ホース発泡試験
 /発泡トーズ(ホース設置水深二10肌)

 lV区

7肌

 》く・・・…づ

 中心点から堤防までの

距離1約35甲

 C試験成絞

 〔1〕牛根蓄養地直線ホース発泡試験・ホース施設水深雪10㎜
 池内対照区.;ホースの上

 池外対照区;堤防から約25肌

 I;式験区;ホースから3肌

 1I〃

 llr〃

 v〃

 、'I〃

 から5肌

 二{ハr,7πL

 二・ら10冊

 .,・ら3肌(llピ秒;「止後1ハ1・…j)

 から3m(ホ・一ヌ施設水深.アm)

 一29ト

 (1ミ円{口36一手F8月10日)



 ㌣∴十
 竃二÷ザニ“
 他r一辛
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卜

 ・・(叫㍗

i・∵㌣Tlll

        I一一…■1Z851.ア3■1凸一■'一'一■■』ユ1ア881.55■■■I山32
        舳'冊一。

        ア1

        16,015,401ア素2■三元一■■■■」'凸''I-IlZ843.0161
        62

        17史・54
        16.582.6255

        1Z251.92I

        1Z631.6240一一33一't-35ホース1■生肝水汗=10冊

   
     

ハ善玉凹十■;÷…池一旦ピ者、舞_....。⊥川三.上坐生照1726.5区←110262・■日一,'曲世■昌北耳'岨呈==I掘■14.4415ηL28.5_一一←一一一。...、⊥..、ミ..2・・一、■う1+{土∵咄=廿^15.3352Z3IV115.361026.6''山
        1Z851.69

        16.212.9461

        1Z151.9ア41
        全ヒ

        1Z611.5532
        一

        1Z821.332ア

        16.122.8459.

        1Z241.9139全」二
        1Z681.8939

        1Z831.3427

        1Z231.9ア41.全.ヒ
        1Z841.3527

        1Z401椛29115.534.2088

        一1rゲろ28.516.193.8780

        V一一十.50b…一一'一一一■'一一'.阯…一一54ア」___26.41アー182.63         一■5353一一一'一全上発泡停止後=2時州        三務■仁丁・2.56
        581026.41ア872.6153

        』一蘂芭。

        11.。03肌寸2.7一一山'■一一十一一16,502.3950..ホース.閉庁水深=7㎜        十

        w⊥5⊥}1ア4リ74=乙6

 ぶ、川引考1

#冊1∴

 一_二二、⊥}1ア4リ.174=
 :ll.・・1・;…一川・lT下一■

上1

 ボ新新1
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 匝〕牛根蓄養池酸素榊試験,円形ボーヌ舳試験(36.4r:8月1川)
 池内対照区1円形・!・一ス中心点

 手山夕水三寸j1百生く:j足1プ」.中ゲ～カ・≒一汗。つ25π}

 I試.欣区1[1形ホース中心点

 皿〃=〃〃クーカ・ら2.5π三・

 皿〃:"4"カ・ら5,0'凪

 rV4:〃〃ク=う・阜)7.0πL

        ■一〇」一■一.

        試験(%。)(・〃)(%)
        時川採水傑度水I沮D○        C4DO榊考

        区.分飽和此
        一

        池23,061肌28.0Uc15.953.3369%
        外0952Z01Z223,1464
        文士一0'.一一'}'一一0川'一
        照12726.8一17663.0262
        I-o'

        区.16926.0山L1Z932,9760
        血『

        池00.25■一■凸一1肌28.5%、一'一15.603.3569%        一一'一■

        内30'I'一32Z8…一'17,152.4852
        一一一

        支・∫3452ア01Z641.8037
        1一■一一一

        照39726.71Z651.ア'035

        区43-1'926.41Z881.7436
        血冊常'r=■

        01.13'I凹'1m.278的16τ訂'ラ腕659%
        一■I.一■一τ''…一`

        161一十11■1ア582.23皿u■'皿46ホース設置水深        一…o一一o

        I18■一'■1Zア2一一'一一・■'一一川'一,10肌
        '

        2272ろ.51Z861.6233
        一一'一一一一■四一■

        26926.4一1Z901.64`34
        『呂'o一

        01.00'一一一'凹^一一'一3耽2Z4oc四一.“''16.99'2.3848%
        一■

        03526.71ア601.8538
        lI'o一'         1.60全」二        0ア'■吐ア26.6一一1一一'〇一1■'■一一一1Zア9        一一''』o■33'

        11926.41Z911,6834
        」品

        01.55山■一1冊2ア5oc】一一15.36山'3.1163%
        58■一〇〇'』I一一32Z0一一'一I['一'16.622.6354

        」一■'''一■

        皿1〕2,00'止^Io一「0'''』■'451.9540
        一I

        ア636全上        03

        ■'一089935
        ,一哺

        02.13''''一一1肌28.50015、一164%
        一

        16526.81Z340
        1V一'■■''」一'一一一''全上

        19726.71781
        1II'}        25=926.21Z8911斗淳■

        '

試験

区.分
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 呵水深別D0変fヒ表(36年8月17日)
 カゾ三L内菱竺賞宝]二._gf拠度({二)一を示二戸し__

 }葛凹落、弼間161毛～17

 酌水深別D0変化表(36年8月18日)
 カツニ1.内数字はD0砲手口度(%)を示す。

 F平一二54こ…'2003-40i04■5005-20-06-20;071200新
1一_一一一

 I正

 肌(79)(73〕(71)(6.b(66)(76)(67)(69)
3,683.49

班

 ト、

5

皿

 π}一一一

       竸暫1{「{脅'下■14,894,334.54工._L_(]o!%.)_.」90)(95)4.49-4.ア058ア皿(94%)(98)(81)一一'■''一一一一1一一一■一一1■…一一一一一一一■I一''L一一…一一一I
       水深18-1519-15
       ■■一一一…I一一■■'⊥」4.08一'皿■3.?2

       1(86)(82)■
       3.733.8ア

       肌(ア8)一■一(80)一
       皿4.254.18

       (90)(88)
       凹'

       I2.192.592.852.972.58
       5(45)(54).一〇■■一(59)I山一一…■(62)       一一'一一'''_(54)

       πi一一■一一       皿1.932.372.222.05
       (40)(49)一'一(46)(48)(43)

       肌一

       皿3.993.12
       (83)(65)

       I1.ア01.481.ろ61.491.43
       9(35)(31)(28)(31)(29)
       163皿上一(34)1.461.311.33       (30)(27)(27)

       肌

       皿i3.202.34

  
     

■

       トポ豆凹察.旬時間1608～1710(6ア)(49)

備考

 顯1微1格;l1到一事;1;ア1づ
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 W干満によるD0変化

37年3月1日

        ㍗耳㍗去郡普祈i済純一序章浅怜引千葉15場P⊃飽和8964.8。・一一一一…㍗一一一・一一一一一一一'一■一■一丁一一■凹L'一一一一一一
        1上2∩〕一20'
        ↓工96十20呂
        ■四一一`一'■一一'L一

        5.585.91

        93.0        I98.7■■
        5.585.52

        93.893.4

        5.4ア5.88

        96.5103.ア
        一

        池DO5.o1.405.405.40
        肌口D⊃飽和9Z23.393.693.6

        餌DOll;閑111衛・1・a。…4.985.49        10場D⊃飽和8Z796.8

        L晋DO5.225.40        DO飽和90.393,6
        一⊥。一

 D考察

 a結果的にみてこの試験の程度の通気でIは顕著な効果を期待し難い。

 b1血気量と水良二との関係,気地の大きさと空気(酸素)の溶大関係等.基一木一的問題の解叫1が

 必要である。

 C空気の1遁気てI'まくて,酸素ガスの山気による効果も検討O一要がある。

 なお・,この.式験は鹿児島大学水洗学部江波講師の指導によ。た。

 担当一者九万田一己」

 宮庄i幸蔵
 荒牧・孝行

 ハマチ賛殖適地調査

 A目榊地元からの要.1,Ij.う:あって,ハマチ逆殖池設定の適・不適を調査し,指導する。①

 B調査ブj法の概要

 a地明司3ア4三1月27日～2』・」1日(・』、I汐圧寺)

 b」1易戸斤1Iモフk刷…リミ町」'手八ワ{1む・,牟蓋ノ幸!打、'宮ノ…笥

 ○荻殖1二足区域り面.硫河」一1-ItトIフンツット,コンパス,箱尺を/肌・、て2.lM11冊

 d・水深測祉50K0魚探(sF202里r1水1111伝)を用いて;n1川tし・大童クー「汐顯下の水沫に
換;7.

 C海水交流簡易5=こ速抵一九枚を水二{乙肌{。=f、一'一j㌧い二うチ=川1`I:技,。U」、てトランシノ;',=∫ニノバス

 て2一{から301;ポ1∫1・=・ri財洲一…し'一・

 f水質・j・1(f.↓舳㍗.用.圭;,二納辿

 一〕;



   C調査成績.

   ㌔候補地調査一製一、樫/.甫伊唐浦.
   一面瞳50,400洲244,000㎜二
   有効血徴18,400例ユ(60%)   5,700坪35,6U0閉旦(80%)11,200坪

   1.g町歩3.5町歩

   警晦諸藩漬138帆(約140㎜)1ア7胴(約180刑)   大汐、茜汐繰下10,7珊大汐、措汐線上2肌合1650柵」大汐満汐線下14.9刑   大汐満汐線上2例会2415〃一

   等深線深みが2個所あり,小さな入江は水入口に次第に深く・左側が深い。
   深浅く利用価値なし。

   落汐時,入江の奥てば,反時剖一回り張汐時,南流～南東流がみられた。
   から南西方向(入口〕へ向う流れが汐の動きぱかなり活従で平均流速約
   入江入口に近い処てば1時.計回りの流一1.4c㎜/Sを爪しているが,外海

   海水交流れがあって,平均流速O.5～o.76との交流については充分把握し得な
   c肌/sである。壌流がみられるこいが伊唐浦内の干満による往復乃至
   とから海水交流は良好とは言えないぱ壌流ではないかと思われる。
   ようてある。現状のまムでは,交、売は少ないと予

   倒されるので水路堀開等の処置が必
   要であろう。

   配電関係(三相交流が必嘆),船の運航等の地理的関係,養魚休閑期の冷蔵庫
   利用螂系などからみて,宮之浦に施設することが望ましい。

   冷蔵庫施設冷凍機としては、7レオン5臣自動式で'
   2万尾蓄養なら12屯傑蔵で.6～7坪165万円
   3万尾415毛〃8,9坪180万円
   (何れも木造家屋含み)が最低必要である。
   量勺にj」三腔な数字を把握することば困難。
   7～9月小型巾着網によるカタクチイワシ,アジレ)漁獲増がみられるもの∫」;

   餌料供給うであるが・巾瀞・網経営著以外は数万尾のヘマチ蓄褒飼料を地πのみに頼ることは,難かしいと思われる。因み疋,ハマ戸1万尾当り8,10月ぱ1日平均
   5U棺内外の鮮魚飼料が必要であり,1箱当り24U,280円位までで購λ
   しうる陛度のもので在いと上采算的にみて,危険である。

   台臥何れも影響は極めて少ないもののようてある。
   採水場所による分析値の相違ぱ・冶んど認められず,水温ぱ11.5,12.000
   P直8.1前後文溶存峻素も8.5例g/e・飽鰯にして,95%以上を示してい
   二。塩素量も18～19%o,叉。,艶餓は1.5,2.0腕g/eで,殆んど淡水の且

   水質響も考えられない。r投に水質の汚染指療とされるチッソ化合物もアンモニア熊チッソ0.05、
   O.055㎜g/e,亜硝椴態チソソ0,004・・9/6以下で,可、容性リン0.015
   、O-U2mg/eCO」〕〔化学的=茨素消費量〕0.5冊g/e以下と著しく少ない。
   予定地の水質は何れの」場'近も殆んど,同様性質のものと考えられる。

   硫化物は樫ノ浦・庚唐浦共にO・u2～0.03㎜g/g・OODも、0㎜g/gで底
   質の悪変はみられないが,宮ノ浦ば硫化物0.14㎜g/9,CO」〕6-O㎜g/9

   底質とやや多い値を示している。こればカタクチfワシの生ず.設■置場所であるある   ため銅の残査,排泄物の滞積物によるものと考えられる。
   粒度組成も樫ノ浦,1井唐溝共に中砂,小妙が大部分であるが。宮ノ浦ば小抄
   が80%の組成を有する。
   以上底質に狂いても樫ノ浦■歩唐浦共に殆んど同様の性質の泥である,,1宮
   ノ浦ば多少,汚{尼が滞漬しているのではないかと推察されろ。但し宮ノ浦の場
   旨は生す養殖がまニリ的であるた沁現在の泥質:(心いてはii一三才麦i≒=」悪影響は考えら

   れない。一一'一IL■'一一■■…o

 一J』上一



 樫ノ浦

等深線図 (大汐干汐線下水深)

小汐時藩沙流



伊唐浦等深線図

(大汐干渉線下水深)

小汐時張沙流



        樫ノ浦        ■■I■一■伊L一■''一一一L
        採水場所St1(入口〕1St2(中央部〕St1

        表層筆力、署÷1毛底層衣層        採水月日2月1日2月1日2月1日

 
       
,

        気温OC6.906.906.806.80Z20

        水水温OC12.5512.2012.5012.2011.70
        コPH8.088.058.108.118.11

        溶存酸素ψ8.258.348.298.278.47
        酸素飽和度琵g4.3094.5094,7593.5594.95
        一浮游物質1ψ10.0013.0011.OO15.0012.00
        塩素イオン研〃18.92518,74518,85018,ア1018,940
        硅酸肌〃2.01.81.83.口01,30
        可溶性燐;ψO.0148O.01-480.01480.0228O.0132

        質ア准ニウムイ州μ0.05500.05500.05500.06400.0550
        亜由1酸イ〃硯〃O.0050O-OC5DO.005600055O.0029
        COD0.310.59O.31031ヨ0.31

        誓。㍑諭0.0220022        3.57        底〉3.00冊皿O.3.ア9.r+一
        粒3.00～1.00Z214.2
        度1.OO～O.5053.328.7
        組O.50～O.2042-426.7
        質成α20～O.0515.71ア4
        %O.05く1.23.2

 ÷蜂÷育“L

 D.考察

 a,樫ノ浦,伊麿浦を比較した場合,総合的にみて伊唐浦が養魚場向きと萎える。
 b,伊唐浦で数万尾の畜養を行う場合・現状のまムでは海水交流が充分とは云えないので
 水路を開いて交流促進の対策を講ずぺきであろう。

 C,金紗締切工事の方法としては,海底にコニ!クリ`トプロツクを打つでその上に鉄筋コ
 ニ/クリート柱を建てワイヤーロープに金綱を吊るような方法をとるべきだろう。俳し・
 工事にや止難があるようである〇一

 d一一法として考えられる方法は懸、垂式網仕切法である。即ち両岸に支柱をたてムステ
 ー禾勅・ら吊すか,海面にドラム罐を連続浮かせて,ワイヤーをとり、それから網を吊す

 かの何れで牟&この場合何れでも仕切綱は2量とすべきだろう。
 θ,上記方法では、謝惰投資が増大するので,資金見透し如何では小割養殖の方法を採用
 した万カ沸手し易いと思われる。

担当者九万田一己山田辛裁
 上出足.!リえ」.=、孝行

 改良普及員中111■.■±1{≦

 一」14一



     唐
     一一一■     (入口)。、2滴、中。晋呂、←昌4ゴー
     1一'一

     底層表層廣一層
     2月1日2月1日2月1日     Z20ア00ZOOず背)
     11.5011,5011.6012.2012.00

     8.118.118.088.108.11

     8.458.428.348.328.47

     94.6094.25g2.2094.1094.50

     16,0012.O口14.0013.00

     18,74018.78518,68518,85018,090
     1.501.501.602.201.60

     O.01380.02180.01480.01380.0138

     0.0460O-05500.05500.05500.0550

     0.0032O-00470.0039O.00380.0036

     0.24O.24口.310.31O.55

     O,033O.0250.138

     4,6ア5.986.04

     13.610.51.8

     25.115.53.4

     32.222-612.9

     20.628.548.5

     Z018.630-1

     1.24.03.2
     …■'■凸'■一I■一.1■一■Io^山■・

 〔」⊥〕

 B,調査方法の概要

 a,期間昭和37年3月8～9日

 h場所垂水市海潟江ノ島東側地先

 C・予定海域をレッド投入法で水深測定し

 C,調査結果

 その地点はコンパスを用いて2点測量して求めた。

 a,総水面積(大汐満汐面〕3,986㎡
 b,有効'面積(大汐干汐面)21505㎡(約63%〕

 c,有効面容積8,548㎡
 a・最高水深(千汐時〕10㎜
 e,大汐時汐位差2㎜90

 f,漁場区域(大汐満汐時〕北側29腕,沖仲1」68㎜,南側40.5腕

 (大汐干汐時)〃491刑,〃68㎜,〃70㎜
 9,締切胴金川総画積1,993.m1(北側119.6m・河1個」807m!南側143.5mつ
 h〃底辺長(繭汐時)189.5㎜(〃45.0刑〃70㎜〃ア4.5腕〕

 (十'夕i1廿)1“.51π(・・4b.01川〃ア0π1〃4Z.0腕)
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 江ノ島



 D考察

 a,有効水面容積から畜養可能程度を搬略検討するために生菌・式4位格耳貞当り15～20尾,畜

 蓄養地.式単位面相当り2～3尾を参酌して㎡当り6島とすれば約50,000尾となるが

 20,000～30,000結を1蜘窪とした'方か町嚇と思わかる。尤も詳細には海水交流を調査

 して適正晴の検討をなすぺきで弟・つて・叙字はあく育でも推察の域を出ない。

 b,囲網をセトロン榊閂,支柱をコンクリートパイル8木,鉄パイプ36本,金納据押え鉄

 チエン200冊,釧梢上辺ワイヤー200腕を必袈として材料費を言言I出すれば

 概算200万円とたる。(工1」1賛は別)

生目当1者畠山国雄

九万田}己

荒牧孝行

鯛水養魚場底質調査

 A日的

 3ケ年を経過した減水畜癌池の底質悪化の状態を調査して今后の対策指導の資料とする。
 B調査方法の概要

 a・期間昭和3ア年2月28日

 b場所垂水市牛破熔岩,牛綴養魚場

 C底質底層水の分析,海洋観測法に準拠

 d,調査地点蓄養池内4点

 ・.洲蛮地点と汚横底質範囲

 C,静呂一者王希当身壬
＼

㌔8tl

 C・!)・二/靴

0,038

6.3

U.061

5.9

1
-

 1。ナ。∴2げ宗
 下丁†テ・・†T・



 ・St帆おける水の沃素消拙言(硫化.物,硫化水素静・fヒ」貼一元一,一11乾{i

 .;卜＼4卿。,.。、1。、1・(底か州、仙;{
IリpP1・0・1020・3650・6620・8151
1-

 D,老」察

 、正常た泥が名機物を多く含むように1、ると底質の悪化が起ってきて,分析f度としては。o

 D,硫化物の他1が高くなってくる。

 h,海底土の硫化物は,底質に含まれる有機物と硫酸還元菌が作用して硫化水素が作られるた

 めてあって,有機物の供給(例えば畜養場における残り解,魚の排出物割が硫化物の多駐

 発生を促進すると云われる。そして0・1形(1〃宅/タr〕か生物成育の眼界と云われている1
 ・,縦結果を普通運繊(浜ノ刷1戸,肝河川沖,米ノ津川沖)に比べると…～・(餌
 場)では,硫化物で4～5倍,CO-Dで3～5-5倍の高い値を示している。

 a,硫化物則合はO.03川α04腸で今夏(昭和3フ年の高水温時には彊にかなりの澗寅が予

 想される(現状のま∫ては)

 θ水質とちがって底賞の同復は極.めて逝一く困1鮒たことか多いこの餌場のように深みになっ

 ている処は有千贋物の供給がたくたってもその底土が自然のまムで胴衣除去されていく
 一ことを期待するわけにいかない。
 f予州される汚1f紙質範囲は前記図のとおりで面積4,800m2,である。深さ15㎝とす
 れば720㎡か汚染底土と推察される。

 9一対策としてはサンドホ」ソフによる底土の排出が必要であろう。

 h,720㎡の底上側・、11、に6H・3イニ/チのサーンドポンプを1日正味61時1晋j作動すれば18日を

 毒する。

 施砕費を峻討した結果は次のとおり
 イ):3インチサンドポソ。プ1基55・000円
 口}吸上用包線サクツヨソホーズ(3イノチ)@910円x20冊18・200円
 '}}サ;1ドヴノションホース(3イ;/チ〕@3,100円x20腕62・000円

 三サ排理用ビニールパイプ(3インチ〕@350円x150腕52・500円
 ホ〕その他継手,舳の動力との漉一江事関係5〔L000円

 雌用ホースに(口)を使用す舳1応撒約1・・万円・(ハ〕.を使用すオ!ぱ総額約21・7万=
 円芦なる。

担当者九万田一己

宮田幸蔵

荒牧孝行
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 ハマチ養殖実態調査

 A目的養殖技術と経営の指導並ぴ咋資料を蒐典して今后の参考に映する。
 B調査方法の棚.要

 a生育状況については旬月定期的(小汐時〕に各養殖場を回って調査すると共に指導を行っ

㌔

 b経営関係については事業の終末期である2月に調査を行っれ調査は主として聴取によっ

 た。

 C調査結果

 a,養雅規模

    I経営者住所承び名称養魚場    面積平均水深放炎屋敷
    垂水市牛根鹿児島湾奥漁家振興協会築堤式198アrルZ5腕運搬21,200

    (牛根=漁協)池放流18,000
    4x4K

    垂水市海潟川畑瀬.ノ丞蝉式2統5.55,800

    〃深見正道4x4K    〃5.5    1統1.100

    榊百郡山川町大茂盛蔵4×4K"    1統5.52,100

 b生育状況∵■
 1.4経営体のうち,2経営体だけが成功した。(牛摂養漁場,海潟川畑水産)
 2.牛根養魚場では12月末最大1,8ム8に成長,歩留りは連船種畜数に対して約80賜,

 池放流魚に対しては95%

 海潟川畑水産では12月末,最大1.6}に成長,歩留りは7t1%(へい死tア%,逃逸
 文は一共喰272%)

 3.失政伺1では寄生虫に起因するところもあるか,管理の不適が根本的原因のようである。
 4.摂餌率,成長率,餌料転換効率り季節変化

         〔1表〕牛根

         体重.日1尾期目閥摂日間成,餌料転
         期胎」月日一投餌軍.間投餌餌率(投         旦且工餌率〕長率.換効率

         WtlWt2数8μ'11f%工琵E%

         520～3181712495.15536.76.016.4
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 〔皿表〕海潟
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5.水揚版売状況

 イ,牛扶養魚場

        ㍍＼し蝪鹿児馴工:い空詞雌本地元合計
        1ユ,見
        月売上尾数5,8202,5962,4763,76114.653
        末在売」二企ξ一^1,881,948759200743,9181.4399284,825.044
        2日売上尾牧6,49ア2,5962.6364.35416.063
        月現
        0在売上益率2,113.543759200794,7661,658,1685,325,677
        出9,円5151

        宿10月1953
        版11月65261326

        充12」]2,24ア2,596(5剛320(1口〕2.215Z5ア8
        尾1月3,5〔182,156(8回11.0666.ア30
        教2月(10日現在)731160(1回)5ア31.464
        小計6,5512,5962,6564,35916.122

        ・夕単い{高㌧        11、、
        当〃低㌧。。。㌧。。。
        り値1

        月平均        一尾当り洲名一蝸り↓5
        取I絶520537350

        12当趾低265212320
        り価平均294312500

        月一尾当り而略551292569

        l1篶500500一'、        1

        220200い00

        '

        258249
        月'一■`■一一一一一        一尾当り仙格340290ゾ
        岨茅単最高260        2、
        当最仏250280㌧30G
        り価一一」壬        月257        一一尾当り価格516517r         ノ

        12
        月K茅当り平均271254

        ～10
        日1尾当り平均322301582

 雑取入118,245(耳11一帆1{'大,枯代■舳=1金〕

 川一杓(拘1定〕約1.こ11□㌧
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 口・梅潟

       価要`…■下■玩…■一一■一」⊥■■…o■.■一〇」⊥一■一■I''一}一一''       腺舳は本地力合計
       2日売上尾数1,1556001,5003,255
       月現       13在売上金額424,840170,0005ア90001,173,840
       出10月2325

       荷■■一一''11155

       版12⊥8902.045
       売16005281,128
       尾2一(13日現在〕14154

       '

       教小計1,1556001,6003.45-5

       10.

       11       月一I'K弾1取高讐1㌧。505
       '尾当り平均350

       簑埣㍑370カンバ≠       520ハマチ520
       12270300
       月り樋平均引0510
       一尾当り平均368572

       1K8単椴胤

       ●当・最低/236㌧、。。       2

       月生
       一嗜当り平均一2ア4560
       一叶

       10比茅単H自I取r冒」ミ550
       ～当最低300
       2り価平均305
       月一尾当り平均366

 残尾教ア00尾

6.支出割合

      愉要迎牛根海潟嫡袈場所牛根海潟
      種苗費4.0%4.一6%消耗品費0.52%.1.72晃
      餌料費60.960-10通信費0.570.0005
      動・力費1.84.0会談費0.07
      給料手当3.6Z8接待交際費1.95

      一一一一'I'

      種苗鮒大雑費0.250.3端,}.臼O.01
      6.9一'一6.3一1I'■'■■■燃料費0■I百丁、'一.U.0r

      旅費1.20.011.ア

一312二



      1汽キ{掌、十∵.一、＼.場所揃女、＼午快      ㌔.''一一“1π潟1
      研一突1午、一山'一一■1.一{]一5。・¶I■一1

      一
      光熱穀0.45雑鉗0.ア■
      施設費Z812.O捕j隻費1.56
      舳八2.52.0宣伝広告費0.021.26
      食糧費U.571総計血簡4.539818円1,045,848円

      法定福利費O.57(100男)(100%〕

 ア餌料購入内訳

 ○牛根(2月10日現在〕

         魚種数最金額

         、人購カタクチウルメハダカ1箱購入割合
         先アジキビナゴイワツイワシイワシ単価総額一          %

         鹿児島一市場3,5951,5465353258円1,303,22843.6
         〃1点連768565305252.0006.6

         志布志市場647.雑7233152,4155.2
         ノ

         地元5,56040.19ア1,100,33244.6
         平均
         225

 D考察

 a,増肉係赦をみると牛根Z2海潟6.94で海潟の方がやふ秀れている。

 増肉割合は午根0,882%,海潟0,958%である0

 b三重あるいは瀬戸内海に比べて10月以降の日出般餌率か高目を示している。

 c成長率は初期段階に高く6～ア月4～6%(日間)を示し体重の増加に伴って低下の傾

 拘を辿っている。例u炊充分枝餌することは効果的のようで苧る。
 d一{=収麦の差引利益は牛根で約1,000,000円,海潟で230,000円

 e亨繊による繍も棚池ものに上ヒベ遜色が帆
 fミ餌料購入に?いては10月以降やぶ難がある。
 9'急病については未解決の片が多へ生態的・病理学的研究が必笹である。
 ・冬販売については出荷時燗・方法等に考慮すべき点があり・榊1拓と共に今后の大き

 な問題の一つであろう。

担当者畠山国雄

九万出'己

荒牧孝行
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 蓄養ハマチの餌料効果比較試験

 蓄控ハマチは採納したあと・速かに餌づけすることて共喰や蛯死による減少を小さく'jろ・こと
 が出来るが・さらに餌の種類や投酬せによっても影織を受1+る。そこで今日け林床産葉KKから
 該社製品養魚用飼料の餌一詩効果試炊を依軸され,これにカツオ内倣もあわせ,アジの肉を対照に

 餌料効果比較試験を行った。

試,弓蝪所山川港内

 期問5月51日～6月25日

試験方法

 生費納はクレモナもじ網(1Kx1KxlK〕を4区分設1時,各々,対照区(了ジ),I区(
 林兼産業KKの製品フードにアジを混合〕,皿区(カツオ内臓〕皿区(フードにカツオ内職を混
 合)とし,了ジ及ぴカツオ内臓はミソチにかけてから披餌し㌔
 投餌回教は1日5回・技餌・号は{r～初総綱本工1中の50%とし,5日おきに虹初の投餌1J=の30

 %づつを」湖1iしていった。したがって,10日後の披餌耐は必ずしも総魚体重量の50茄になっ

 ているとは1根らたい。

 なお,林一策泳業K止(の抄品であろフードとアジ及びカツオ内蔵とσ)1見合は各々の固形物が等量
 にたるよう混合した。すなわち,アジの肉あるいはカツオ内1蜘の固形物は25男(他は水分)フ

 ードは90琵として腺出した,魚体亜;.1..史ぴ彪赦測定は10日ごとにおこなっテ島
 計算例鮎肉削11をY,フード(物)の劉i}をXとすると,
2590、...501

 XX二Xx.他しY二株前体重量x凹x'
100100100バ

 結果及ひ一都二{

 111歩留一り

 飼育一目捗け対照区から』L区まで20日付、,血区は15日間であった。その歩留りはアジをミンー
 チにかけ技市1‡した対胆{区が90-5%,フ■ドとアジを一混合したI区か69.6声.カツオ内臓だけ

 を与えた』1区か64.5飴,カツオ内熾とフート.を渡合した一㎜区が60.1%となり,対照区が最も

 tい成精を示したか,1いj育日独か「)みれば'被に11日目から10日間は4区分とも'歩ギりが高

 くたっている。原閃としてけ,採油の際,キズかついたものや,方,るいは実験の魚体一虫量及ぴ尾

 毛k測定のため衰弱し,蛯死した吐、の,さらに共喰いによるものと碓察される。黙るに』⊥区のカツ

 オ内臓だけを餌とした稚魚は11日目から10印章においても.高い減十自率を示した。これはカツオ1勺
 内政の毒素的場素の存征に起一'コ寸ろものかどうか,今・段究明する必姥かある。

 ;2、日帥榊奉と餉外車…紳効率
 稚魚投餌最二は魚体重量の30%を与える,ヒうにしたが,第1日昌から10日間は前述の通り蛯
 死したため,日間摂餌率は高り仲を示しているが,餌料め転換効率は低い。特に著しいのは,π

 鰍機鰐燃機鴻慧警雛榊㍗編2鰍鵬㌻κ十ナ∵・=}、㌫㌫1
13一増一電倍三名1
 上、'沌倍率は対照.区が約3.1でJ÷も..{く一{次にTπヌー,1n段,「ロスの舳と庁っている。しかし,こ

 れ線1鮒鵜孟^洲怜1バ「lj㍗縦1,1,圭J;㍗1=1一≡;=∵ll?ミ;㍗
 Hから10日間は前者一が39に一;寸し從幸二が口.アと,{一=棚ドに.」十へ非榊r・..'一害一
川梢肉係数

 _3H一



第1表  餌料効一果比倣試験絨・果表
         '」

         対照区(アジ〕I区(フード十アジ)

         飼育日数0奈呉20日間01～10日11～20日20日尚         生存購数275一247273190190190

         減耗尾数一22426'83085

         減耗率■8.11.69.5一50.5050.5

         歩留り㈱一91.998.490.5`69.610069.6

         総魚体重堀㈱1,0001,8004.0804.0801.0001,5003.4003,400

         総増重重㈱■80022803,080500.02400

         増重倍率'O.81.273.08一O.51.272.4
         日耐I端重率一5.7Z86.1一4.0ア755.5
         平均体蒐(ダ3.7ス216.516.53.78.11z9z9
         均体重増重τ虹㈱・3..59.512.8■4.49.814.2

         投餌量一5.2509450i14.フOOI肉・フード2.6257293,958.0946.5651823
         日間摂餌率㈲一3Z532.13乙9粉は生に換算42.452.035.4
         餌量転換効率'15,224.518.0一9.424.215.5

         増肉係数一6.564.144.45は生'10.494.195.47

飼育日数

生存尾数

減耗尾数

減耗率

 歩留り㈱

総魚体重量例

 総増量最㈱

増重倍率

目間増重率

平均体重(沸)
 平均体重増一重量㈱

投餌掻

 日1洲摂餌率㈲

 餌・;自転換効。率

 打㌔1一';iイ系一美女

1,000

3.7

 1～10日

219

54

19,8

80.2

1.150

150

0,13

1,22

5.2

1.5

 11～2020日固

176176

459ア

24.4155,5

80,464.5

1.900

700

0,68

5,1

10.ア

5.5

1,9-00

900

U.9

3,1

10.7

7.0

 一」ユ

334

1ア5

34,4

65-6

3.250

1.010

0,45

3,64

9.7

5.3

5.880
1.633

42-8

8.5

306

28

8,4

91.6

4,450-

1.200

0,37

6,2

14.5.

4.8

2.750
759

35.5

506

205

40,0

60.1

刻,450

2.210

0,99

0,4

14,5

10.1

8.610
2.392

3ア.2
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 第1日目から10日間は4区分とも各々,11日目から10日間の値に比べよくなく,特に血

 区のカツオ内脳だけは総璃重耐が1508しがたく・増肉係数は40・4という値を示している。皿正
 一㎜区のカツオ内城とフート'を混合した」1易含(但し飼育日数は15日1帥は挺1日目から10日附1

 は璃肉係数の値は11.64を示し10日目から5日曜1では4-55という良い成績が出ていろ。し

 かし対照区の了ジだけ,或いはアジとフードを投餌したI区か最も艮、栽植を示している。

 (5〕餌辛斗とその経費

 今回は山川港内を根拠に採捕及ぴ畜養をおこたったか,山川はカツオ節製造工場が多く,その

 内臓が非常に.豊富である。現在,蕃産、用鮒斗及ぴ幟・ら,わずかに肥料に利用しているだけで,

 これをプリ稚魚飼育一に用いたら?ということから実験に使用し㌔
 そこで,5月51日から6月23日まで餌料効果比較試験に二要した飼料費を第2表に記す。

餌2表餌料効果比較試験用飼料費

     ＼こ一区分対照区I区皿区1皿区
     飼育日数20202015

     投餌量㈲14.7アジ6.57一ト.11.18カツオ内城8.6一.2.
     .警料費(瀞18了ジ18フード707カツオ内臓7フ'ト'70
     飼料費(合計〕26524478228

 第三表から・箪料効果比較試峨の総重量Iと比べてみると・盟位盆額(!円)に?き・増量董は
 対照区で11・68,1区は9・858。皿区は11・55タ,皿区は9-709であった。

 ㈹飼料の一般成分

 今回の餌料効果比1段試験に用いたアジ及ひカツオの内臓の一般成分を第5表,第4一表に記す。

 第5表アジの一般成分及ぴピタミノ類

 力一巳i一た丑

Ca■9

 〃炭水化物ヒ断ヵルシム
 、,顧11国
 88身88m喜一m腕茅

11075,020.OO.7 3.01.3 122000.7

 第4表カツオ内倣の一般成分とピタミソ類(昭和32年弟子丸分析)

 水(乾物に対する百分一一)糖(澱
 分揖誓糊1肪鱗粗灰分管ξ)・1・・づ二1…1・

 酸水解52・076,811一口

口己消化36,460,315.2

Z303.ジ13.8ア9,011,119.6

15-904.2115,365.ε12,011.2
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 酸水1・一・Lドラム秘:に入れレトルト1司で酸加圧分解したもの。

 ドi已消fに一そのガ。一己.'1化法で分ダ=したもの。

 以上2,5の。申についてr'■述し』二{丑。一約す7。と,アジだけミソチにかけ技餌したもの,アジ

 とフード削'合した{、の,カツオ内織だけのもO,カツオ内蔵とフート'を混合した屯ので実験な

 行ったが,歩留り,州耳1-1亡率,増肉係数,餌料転換効率では対照区の了ジたけ技餌したものが最

 もよく,⊥1区のカツオ内独だけ投餌したものが雌も劣っていた。またフードを混合した場合アジ

 だけのものより発ってけいたか,内戯だけ投餌したより良い成績が出れ

 記三111〕フードとは林一兼産業KKで製造された錐急用飼料のことであり商品名ではたい。

 (2〕アジ、カツオ内1山は冷凍貯蔵したものを彼一用。

 ・13j蓄錐稚ブリは1日6∴7回σ)技餌をしたが,この餌料実験では1日5回投観
 14〕飼育日数は各々15日～20日であった。
 (5〕今回の実蛾で技餌量は碓棚岩魚体重量の50%,5日おきにさらにその30免を増

 加したのは,昭和55年,九万田,弟子丸は畜養縦プリに対する餌料効果比較試験を

 行い,稚ブリに対して少くとも,1日当り魚体重量の20%投与が必班である(うし
 お57号)ということから総魚体重量の30%を投餌一種=として試験した。

担当者別府義輝九万田'己宮田幸蔵

上出忠男荒牧孝行

 魚探によるドラム岳魚礁効果調査

(

 東桜島漁協,中央漁協,鹿児島市漁協は

 昭末口36年6月29日,ア月12日.

 7月15日にドラム罐魚礁を

 設置した。

厳島

O

 、神瀬＼、・
 寸。＼、・二一へ

 日t1日t2ぱ市漁協ドラム纏各々501固十

 日明日桝は中火漁協20個と80個
 目仁5ぱ.衷桜島漁協古般3tと100個

 第1図ドラム罐漁礁設置脇元

一317川



 この漁協の一:}:'一1した魚1:“'について魚群探知櫟により集魚状況の調査をおこたった。

 但し言峨紙に塊かれる工舳・は伽争の,j…;汝及びその大きさから判断し,表現方法として㊥Oを
 敏用し,さらに魚礁地帯と非魚炊地帯と比較するため魚探作動は原則として・出港から入港まで.

 連続的に{乍動した。

 閉1表魚探に」二る魚礁効果

        コ.踏年月日魚礁設置個所St;,佑非魚礁地帯魚操作動
        12545範囲

        56年下層下層～中下構に範囲鹿港→ヲ陀行        胴広し場沖→小松

        十十・十十        8月16日原沖→野尻        ■'■

        沖小島西側沖→鹿港

        ノ//

        //         /中層に点在        8月18日十十鹿港→野尻
        野舳中合

        下層～中層下層下隅～中下属鹿溶→野尻
        11月10日胴十沖→小松原        十・        十十十・沖→飛行力、…

        沖→鹿港

        '一

        下層～中層下層卒皆中層一一'。㍉下層点下層及ぴ中        11月24日唐!引十十鹿港→飛行
        十十十'十

        大保山河1合

        下層～中層下層～中1下層点羊に下^{
        屑鹿港→飛行

        12月2日i一        十十十十十十場沖→野尻
        天保山中～
        飛行場沖合沖

        37年中層に点在中層に点下腐川中層
        在/鹿港→飛行

        1月24日十十一・/十十         /場沖合
        天保山沖合

        下層～下層～榊イ鹿港→飛行
        j1一.        2月20日一一■十場沖→野尻
        十天保山沖合        1ケ所洲

        /鹿港→飛行
        3月8日・一一一'場沖→沖∫j

        島南側
        一}■I■■1一■I'1

        浄舳→1野胱

        J月9『一一一■■,'         一一i小→ヲ1桁j易        ,il沖→鹿浩
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 魚礁設置.個所と非魚礁地帯との魚群
 棺2表各Stat;iOnにおける位.直 の有無井は魚礁設置個所にのみ魚洲が

 集魚し、非魚破地帯剣匹帯に全くみられ

1

 なかったのか一回,魚礁個所にも赤魚9

6

 地帯にもみられたの着方図・どちらに
 も見られなかったのカー回となってい9

 る。たお魚礁個所にみられる狐耕は一
 般に下.屑から中岡に一濃密な影像がみら

 れ,非魚礁地帯は下層にまばらに点在

 している(魚河礁{同月テにみらナしる魚群は

 魚探に表わオiる影像からアジと推定〕

 St3は9回の謁命で一,一度も魚群

 を認めることか出一来ず,ドラム離の影

 像すら表われたいσ)はこの地点は,地.

 形の隆起か激しく,投入個所から深部

 へ移動してしまったのではないかと魁、

 われる。

 次に魚礁を調査.するにあたり,魚探

 による効果調査だけでは.・集魚する魚

 群の師判定あるいは'仰に不明坤
 か多いので,聴取Iり同」^査をおこだった・
 ドラム罐魚礁より漁提し水海げした状況から,砒略的に述べると,6月下旬から10月下旬

 頃まで・主に釣(槻餌針一也釣・サバの皮宰利用)・11月から5月頃まで刺網を使」桐して
 いる。アジは1日1隻当り60}(8月頃まで),8月の末にはイッサキを1日に50尾椎度
 釣り上げている。11月からは刺絆炊よ.り,マタ.イ,チダイを漁蛙しているか,総体的な漁雌赫
 魚礁利用度,魚種等については,漁・業着か晒秘する傾向があり・全く不明である。

      扁。t.Onl■一一〇一一      位置(磁針方位〕
      '一一

      1寸評、ト島北側。峠
      大崎ケ鼻・卯去・
      沖小島北側E%S

      2

      大崎ケ鼻・卵青・
      沖小島北側E

      3
      神瀬燈台ψ十・
      沖小島北側旭

      4

      大崎ケ撮・ψ手・
      `一0L山

      熔岸より20～30mの

      5野州中合<
      地点方位とれず

電

`o

2o

 、義!ド

 〔測

垂

紅
 一一w

.='2図 StlS56.12,211.05

 土1705型古野・屯破K.K200KC(乾式〕
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 第5図赤魚礁地帯S36.12・210・55

 F705型古野電機K1く200KC(乾式〕

担当者荒牧孝行

 枕崎湾におけるコンクリートブロック魚礁効果調査

 枕崎湾の魚礁は昭和55年魚礁設■置予備調査をおこない,昭和55年12月から56年1月に

 かけて107個のコンクリートプロックを投入したので,その魚礁効果について調査をおこなつ

 投入場所開聞岳・㌦皿

 枕崎繍燈台・・Z・
 枕港から2,500刑g寧点
 調査年月日昭和36年9月20～21日

 調査船は本場所属かもめ16T60トPヂーゼル,魚群探知機VANGBAPH(海上電機K増

 200KCにて調査をおこな・った結果,魚礁は水深62㎜の川型をだした海底に,三角形をだし
 て設置されている。魚群に魚礁の上部に影像がみられ,またその附近にもかなりみられ㌔この

 魚僻は調査典月間の両日とも認められ,影像の形及びその最もほ∫同じであ・った・魚種としては,ム

 ムロアジあるいはサバと雌定される(第1図参照)。

 この魚礁設置個所の附近には,これる中心とした半円形の瀬があり,その中でも特に鯵ケ側は
 天然魚礁として利用度の.高い母.のである為,どのような形状を呈し,そこだ棲息する魚排がどの

 ようた珂蜘のものであるか,凧探を利川して≡=一i崎を丸こたつね
 訓一ざ1{地{、にコンクリート瓜砕J二り'束洲(=:テケ湘)と山側(松崎ケ"沖)の2点について,八点
 方位にワ訓査を牝こな一った素.快峰ハ相は一1:I一'1・ら1千jに突出し,その]頁点は2つの部分にわかれ,そ

 小1」・南側のものは水深19mの」析まで1'1■㍊]している。胞側の松崎ケ州中の湖は水深25肌

 ・r?n一



 の所から階段状に一省、に

 50川とき聚くデよIつて三く

 る(・第2図)

 魚併はいずれも人工

 魚礁ほどの影像が現わ

 れず,よ・って沸、1船が利

 用していることから一考一

 察すると・魚種が・生うの

 のて・はたいかと思われ

 る0聴取リ弓一=一杏では,

ヒラマサ,カンパチ,

 ハガツオ,イカ等が漁

 狼される。

第1図  魚礁の形状と魚群の集魚

 昭和36年9月20日フk深62㎜

 a1魚群,b:魚礁

第2図  人工魚礁i.隻潰附近の地形

等深線

 X印=人工魚礁設樹1岨所

1

縮尺:
9250

1"企年月日56年9月20日



 考察:2つの大きな海に囲
 まれた地,点に人工魚礁を設置す

 ることは,ある程度問題にされ
 ていたデ,今回の調.査では魚探

 に明確に魚群の影像が現われて

 おり,魚礁としての集魚力はか

 なりあると考えられる。しかし

 107個のコンクリートブロッ

 クによる人工魚礁では,その周

 囲に非常に大きな天然魚礁があ
 りしかも集魚状況からみて魚礁

 の利用隻数がI狼定され,充分利
 用するだけの効果をあげること

 が出来ないので,現在の投入地

 点にさらに増加拡大した魚礁を

 設置する必j要があると考える。

第3図

 犬然魚礁(鰺ケ液0の形状

調査年月日56年9月20日

 塩日ヨ正人,荒牧

孝行 大型

魚礁設 置予備調査'報告  昭和37年慶1に構造改善促進事業の一環として■大型人工魚礁の設澄が計醐されその設置場所に

 西薩地区沖合が予定されたか設置適地を地理学的,海洋的,生物学的要素・により最終決定するた

 め境地の予㈱訴踏を実施したのでその結果を報省する。

 1.調査期間昭和37年3月15日～3月20日
 2・調査区域別図肥1図参照

 3.謝査舳試験舳かもめ(15トン60馬力〕

 4一調査項目及ぴ方法
 a海底地形調査.

 別図第1図の如く各.点を6分康を用い付置測11+をなし航走しながら魚探機(ハニ/グラフ20

 0kc及ぴ24kc海上r七機製〕で測深をすると共に測深機吐併用した。

 なダニ,魚場図水深は航走11手により潮汐表第1巻から甑島中河原浦(31o-51.'・V・

 1290-51'E〕をル準に「任意時σ)洲高え求める図表及計算法」よりTo高低洲時の
 差,〃。高低湖の■1.一1さの差,R榊高比,〃低利舳iからの高さを求め1邸;胴からの高さを修正

 し某側前(略最低低11i1順)て梅図の水深と同様に表示した。

 調査区域各定点(19一中)で=1≡「=l1式4:.泥器にて州ピ削jい1'、3'=千の何戊三軸1はメ且.川式陶汰一器を

 用い各フルイのク州糾ト■1百分.1;を㍑.た」

(:海洋調査
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 =J扮区域内各定点で各!岩iC0.10.25,50.75の6層)の水温塊素一量の測定と共に

 一般気象.勿象の!据介をなし過去の資料から海況変動の調.査、をだした0

 d一.字1物…」.一介

 魚蛾の餌料として,底桜.生物あるいは浮游生物は吏披あるいは哨」棲の接囚と考えられるので広

 一楼生物についてはドレツジを用いて浮游生物については,⑧フラノクドソネットを用いて争
 地点について洲査をなし㌔

 6.=ユL1査結果の概要

 A拓査点の住職

 予定地は各関係漁協1から約20時1・r12浬)の海域で確認の目一tl㌍は野出」旺「597㎜),金

 峰山「635㎜〕・串木野山嶽C520㎜〕・久多島等の好山当があ㍉又西薩地蜘約12僅
 位の半円形の湾的様独をなしている・

 第1図にに示した調査区域の主なる伽嵩1ほ下記のと北りである,」

     。r母野間岳久多昂金峰山西嶽
     St117601330130cア6c

     St22148089o1・6〕.

     St1617』o80o1080
     St21194062o1020
     St191880154015アG51^53し
     St1718201490015765o
     St131700114c121055o

 ;三E,度一数は磁針方位

 B海底地形

 調査区域の水深図は第2図に示す。、図で示す如く1口j海域の等深線分布は薩摩半島にそって南

 北に走り80～100㎜深度の海域が大部分を占め,,急、激洲■1山ははとんど認められず「別

 図魚探記録紙参照)なだらかた傾斜底で勾配の少いI海域である。同海域.には大然凧礁は予定

 地の南東,水深40～50㎜に広曽根大瀬が存在するのみで沖合には全く認められず一火上砂

 丘の連続の様で沿岸は遠一淺となり水深130㎜附近までは。前述孔如き勾配の少ないなたら

 かた区域である。沿岸一帯には皿型魚礁沈船等の人口魚礁か設置されかたリ好漁を収めてお

 り,r串木壁榊軍睦曽根,笠沙洲恰く工.魚礁OtC〕設・置地型から観た場合「一条件の一つ)と

 しては良好と思われ島

 C底質

 粒子組成の秤量百分率は別表第1表に示し,又粒子D<0.05而珊,分布図を第イ図に示す。
 各定点の紳.成では3㎜冊以上は大舳分貝殻であり,又舳少の分は貝殻混りが多い。沌賊別では

 沈泥の多い区域は調査地中火部st10,st9,st12が70%以⊥を示し,そ一の洲欄は細砂が

 大部を占めておりかつ沿岸よりも舳沙か多くなっている。水深90㎜線に丸いては沈泥か分

 ・存しておワ・これりの底賞桂子分布は水深とほ∫同1、壬に南北に・定リ90㎜屑の沖合伎ひ沿岸

 けキil!ωとなっている事は段述の店付生物だとの組成に大きな変化を与支でいる。y魚礁沈下

 ;なの⊥1附等には大きな、膨糟はないものとκ一えられる。笠沙沖並,瞭礁は沈泥の多い海域であ
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 リ魚鮒の叶坪、け充分果さ充ていろ)・またこめ様た底質の変化は同海域の海、侃三時に海底の潮.

 流に}、11手.つ1・1ら1一,地祇暎息舳にも関1系づけられそうで納。
 D、ヴ水の.允'一!1

 目,棚1わ海州は九州11膏岸を北上する対馬勝流及それらの分岐流が五島附近から右旋し男女君i
 島1異方をi1ヨり甑島沿いに野間岬沖合附近=セで延びる11受流支流と天神.杓岸から張り出す九州沿

 岸kの消長によって左1着される。同海域の年旧」水温塩素酎の月州変化を過去の資料「一ヒ薩水
 指1打美幸1…告書)によるとO㎜層では4月～9州I文1暖抗系水塊の張り出しかうか∫われ,10

 ～3月は沿岸水塊の勢力が顕著になってくる。底層水の50㎜属でも大体O㎜鮎と同様な傾

 向がうかrわれる。ま士同海域のT-C～ダイヤグラ五を串木野～野榊中問のA点,串木野手
 打問のB点手打,野臆」岬陪」のC点を調査すれば各点.とも5月～10月は表層か左偏した安定
 したタイプどたり12～3月は・表層左偏の不安定したタイプとなうてくる。この様な海況変

 動は前記海才、先系に膨饗されるが水組塩素吊垂i百分布をみると野間岬東方及甑島東方には比1財
 的高温高力;/水塊が見られるがこれは1暖流反流域と絡亘されるが沿岸城は低渦帯カ;一存一往して
 いるがこれは沿岸水塊と推定される。この様にこの海域は九り・l1沿岸本州1合の対馴炭流水でそ
 の中間にしめる海域は外洋性中間水帯か存在して光りこの海域か回游†生魚棉の好漁場を形成

 しているようであり魚礁設置予定場所,鮒近は沿岸水塊と外渕1」1中尚水塊との拠全域に当ワ
 1時期的には外洋11I-l1中帖」水塊に置きかえられることもあり漁場としての環境袈固は充・分掃、好と

 .邊、われる。

 今回の調査.では荒天のため潮流観測か出来得なかったか魚礁の埋没する様な流速は今迄の調

 査では出てない様である。
 E生物調査

1.底桜生物'調査

 魚礁設置予定附近Cst2,9,11,16,20,22〕の6地点についてドレ=ツジを
 平均1%θ。で・～・舳・躁糊昔」1・～1・舳」けこない採集した生物は1・喝ホ
 ルマリ;!溶液一で固定した。

 魚礁設置.予定地附近は大別して少なくともCoc■θrtθrd・ta「腔腸動物〕,Anneユi

 d-a「環形動物〕Moユエ'usca「1欧体動物〕Art]ユroPoda(節足一助物)Chaetogna
 t止]a(毛顎動物)阯。hinOc上1er川Ota(林反動物)の6種・類は痕.息して}・るか採集され
 れたこれりの生物で魚類の餌料して重要なものはAnneユida,MOユ■、ユsca.,Art⊥ユr

 OPOda.の3枢類である。・一
・I-1Anneユirla

 これに頼するものはpOユyc胴eta,上1chiurOidea,SipunculOi(ユ舳。の3

 稚栂1が採集されたかこれ等は液1、ぽ上釣魚餌科としてよく利用されるものである。優占種は
 PO■ychaetdd蛆nicid蛤でst9,St16に坦も多く,他の各地点は上記の3稚類、

 か少数ではあるか分布している。

 I一一2Moユ■usoa

 」欧イ句切牧に顔する呈・のは各.lt点からNoo{luctrOPoda・,Me809a8troPod争Arcl」a・
 e0壬一;aStrOPOda,RCUPヨ1Ol…ll・⊥''二一コーJCyτ)Oiし,U上」iSt-0ぢra・uC臭id,

 C巳Tlha10T』Oo砒の7一一1≡プ・バ…1」一一」さ,一1一た。、二g9失い.土足祇1てあり,弔一1!.点とも何』の三■;刎こ

 」・ヒヘ出多く出現(分布㌧一■二i一・二、。その・1・ていに・t9,St111工;雌瀬及び量につい
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 ても多い。またCePhaユ。工〕⑤d:a一・の上upry11岨革・Morsei-Vorriユエ(ミミイカ)
 はst9よワ1尾の採生では。あったガこれ等の生物か検.I魯、していることは大然鰯辛I1の上から

 も重湯視しなければ穴らな、・o

I-3ArthrapOda

 節足動物はMysidae,DecOlPo(土a.B㍗己・ohyraの3干盲拙が採集されたがこれらはす

 ぺて大然餌科として瓜填の炭も好むことは釣わ,}業亨。るいけそσ)他の刊、1,」業の餌料として利用

 していることからも着ら叫哨なことである。恢到、されたムrtbraP出・daの吊,種実員はSt

 9,st16が虻も多く符に釣漁菜として可箏たMe-talPθnaeOPsis1ヨarba{u目(dθ

 haビn)(アカエビ)はst肋・ら11尾が採集されr=いる、以上採集された重要生.物3種
 瑚について述べだがこれらの生.物の昂及ひ一種伽か豊富に技一目、している地点はst9が最高で

 あワ次にst16となって軋り他のst2,st20,st22はや土劣る。底そ、;生物の種一類とその

 量`工1、第2妻く皇参1照の～二と。

 』I浮游宅物調査

 ㊥プランクトニ/ネットを用いて魚礁設置寸定地附近一帯(st1・2・3・9・11・1ア・19・'
 '20,21)について浮游生血を水深25㎜から表属ま.で垂直ひきて採集をおこなIつ柘採
 集した浮游生物は広口瓶に投入し,ホルマリン10帖溶液で固定し,本場べ寺ち帰って沈

 澱量,動物.比ブランクト;/と植物趾プランクトンとの判合,及φ〇一R法にてその種を査定
し㌔.

 沈澱量はst20・s1:19か最も多く・そオ1しそれ122・8㏄・10ア昏CCであり・他は69・
 8㏄を一示したか'般だとの地点でも多く山塊している。植物一'1峠プランクトンと.動物一腕プラ
 ;/クド:/との割合はst19で8'・:2一を示し・他の地点は6:4～7:3・であった。

 次に植物性プランクトンは一般に種類は少なく舳物†生プランクトンは多くなっているが量

 との関係は,他物i1作ブフンクトノの少い植類に多くなっている

 この一ことは同r種が多く出現していることを示しstθlPha・D0=Pyxiss=P.・s,くθユθtO

 nemas=p.=C08cinOdi8cu-s臼1Pかその大普1二分を占めておワどの地点でも一般に
 その傾向か現われている。動物性ブラニ/タトンは'般に各地点とも稲欺は多いがその晴.は

 少ない。特・記すべきことはRa・d・ioユariaの緋・体がどの地点でも多く山塊して拓りまた

 大然餌料として重接なCOPe■ata。やFSitiユ■a「ia(出u「ア。e「cuS)・Pe1ユ平
 。id・a(戸1ユ日。h)が各地点とも多く出現している。
 CalPepoαaはCa■anussPがやふ多く出現しているものの一般に出現{千は少ない

 魚卵は浮游魚卵であり,臼t2,St3.,St9,st19で出現している。

 以」二述べたように今回の洋海生物の特・徴は,純物性プランクトニ/の一粒は多いか種類は少な

 いこと・動物1峠プランクトンはその反対であり・各軸物が出現していたことであるO

 浮潴1一ビ11生.物のオ壷類と量については第3表参照のこと。
 z考察

 今回の調査から大型欣礁、造成適地条件について考察を述へれば次の通りである。
 ①海底地杉については全般的に緩かた鮒i,/をだし,魚鮒の造成に不適当と,田、われる凹凸は全

 ガ,、≡{めトれっ.`,深分布も80川1001月の'ミ〃!か大t111丹を占めて魚道としても適当た水深と

 も升`二されろ口

 δj一・1億の1■」l1子は90パ1}深線にや土沈泥か少いかこれらは一11・樹11胃と思われろかその洲」合・ま
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 たは1鳩よ1パ.二一.i一ψて大洲僻の埋没には州えると思われる。St9.1α12.16.は沈泥
 が多いが州州W・i己の削立に有腓巨か多い。

 勾い㍉舳文は九州沿j一上,コ1小とi蛤・。:川柵一フjく,.1一、川i押、1!一分派との混.合域てI伽ミー弓環境裂困としては良好
 の場同1と,」占。わわろ。

 }」穴は生一物のllし鮎枚ぴ1戸一はst9.8t16.の粒子の川い沈泥廿!帆多くの:有一月柵がみられ榊少
 の1引1けは一1-lr吏一コー∫乏ぴ:汁とも減少の傾向にJ」るO

 (引ブランクト;/の生一握力は1Ti物性及ぴl11一ユ捌一生フラノタトン共に豊富一であり好漁場の装索を具
 でいる。

 …周査担当者肥後追1隆荒牧孝行

第1一表底質粒子組成

        >3π刷3-11}0.50-5一α10.1、α050-05〉㎜胴

        123456rOtaユ        8t^一一I-1004一頁0.16O・2・脇2・55g.ア52.58.11        2U.78員。1.482-484.ア218・1234.仙lll:芦竜:10.4ア.60
        3貝死0,471.453・07g.428・032場.61Z踏副.673.21.51
        5口.060.180・320.962・33Z061u1530.741Z76団.75        60…。号90.43-1.0111・832ア642060冶.158.ア7凶.50ll;::1箒一
        70,020.06U.110.375・9916.19.20プア56.1一9.24必.990,862.3336.99
        8U.654.70U・614.401・02ア364・0329.06ア0ア51.04O.483.4415.86
        90,040.19U・251.072・3098118・8380.252,038.6923.45
        0u.010.05u.111.04U.252.502・98刃.236.2761.48u.585.ア010.20
        10.11u.310,110.30U・481.引1珊3Z9519.45艶.172,556.%56.58
        2・…繍U.ア42-366352リ1821-00.743.3131.叱仙境⊥
        3009貝0.17U.13u.2814225.0723.2551.059.0319.821,645.6045.56
        4U.03U.11U.311.233・7714.ア518.1671.025.3012.8925.5ア
        60,100.381,055.983・3712.668.4069.045.7313-2826.65''一〇
        7u.060.330・402.3ア4・152刈.1.04.326.97

        90.46'1.49U.84貝2.ア0Z8925.叱.143.6930.970        毒;1・1斗;;ll…黎一03地.1        20.180.5ア0,381.203・6711.50.44431.92
        1。140.610.21モu.950・883.94・可、。。.818.1222.33
        土1・・一075鉗」一1%」何29・…1683舳・65・.27門・64
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 第2・表  名士山点に化ける底帖生物

        、■

        …三・・↓～長・壷辿3二土COθユθntθra.ta2911162022
        ⑰」・d・・p。…i・)Scユerヒ。ti口i吊8
        倶・tinia・ia)ムCtiniaria1
        AnI〕θユida

        (POユy・h・・t・)MθsOch目。etOPterus        工11inutuS5
        NerθiSjOPOniCuSHlL
        Uユ0rk111
        TyユOrrbyDChuS紅一θterOCka
        tumOuatrθfagθ61
        0nu=Phishoユ。ranchiata

        Ma{θnjθユエθ「Per■nerei8cu■trifera1
        (Grubθ)1
        且uniCidae48253

        NephtLアd-id-aθ1

        OlPhθ■iidae2

        ㊥θhiuroidea)urθchidaθ5
        UrθChiSuniCinCtu8
        αOnDra8chθ、1

        6ipun・uユ。ide句O・uユfing工aiked-aifi8her1

        M0ユ■uSca

        (NθogastroPada)Terθbridaθ24

        COnid-ae1253

        Mitrid-ae9

        O■iVidaθ1752

        ψeS09a8t・OPOda)JOnnaユute06tOma        6iiStθr)1
        Naユicid-a.θ1

        皿1PitOniumSca。ユa.re11

        Cθrithiidae1
        ●

        XθnOPれOridae1

        仏rChae09aStrOP0UmbCniumCOStatum1
        “)

        JrOCkid臼θ61

        ㊤C1}10d日)Denta.ユ■i(iaH210512
        …'■■■■一■'''】'`'】'L`'凹。]
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Phアユum

 (Peユθcy'POda)

 鮒8舳「a巧
(CephaユO=POaa・)

 Artl〕.ro=Pod-a

 附・id・・θ・)

(DθcapOαa)

(Bra・hy・a)

Chaet09nOtha

(Sagit1:oidθa)

 皿。hinOd一θr'11at8.

∵

 Famiエア。r8=PJc1es
       一一了一一、一8τ"帆
       。C1eSt＼2911162022
       字113

       111

       1321

       1428

       7422

       θ1ユa)■θy)2495128
       Pa■■θscθn8111
       rseiVerri■■1

       3555

       sbarhata1111
       .

       212

       1

       iθnユa.■i目2

       im.n.6.tm.m31
       imaou1a1;a11

       ienticuユa1;θ1

       antOChirMayer2

       ha■angiuエロ1

       inaθquα■i81

       mbOid-aユi81

       Pterad一・Orbi9町1

       japoniθu8527521

       θΨi]〕OSPetθr61

       Oid一θa1

8tκ

 Oupidariia出宇

SOユemid-ae

 Te■ユinidaθ

Vθnθridaθ

Pθctinidae

 Nucuユana(Sacθ1ユa)
 cOnfuSa(Ha.n■θy)
G・ユOsSOd-Ori8
(Bregh)
 山ju=Prymnamorse■

My8idae
 Me■a=Pθnθo=Psis
 @θ比・・n)
Nθ=Phro=Pgid-ae

Pθnaθidθa

 Ga二1a1:bθaOriθnユa■■目
St■mlP80n

 舳・ユ土・ユOPgim・n・O・tm・m
 Cha町bdiebimaou1ata
 (Mi色r8)
 RetrOPユu』1]a.d-ent■c1ユエa1;θ
 ㊤a・thbun)
 Ca二⊃reユエa.9igantOch■rMayer

Latrei■ユia=Pha■an91uエロ
 江θ止{aan
 Piエロ」uno=P■ax
 アOkδミya
 LθucOsia-rhOmbOユd-aユエ8
 包β,H己.an

 Sagittahexapterad一・Orbi9皿ア

 OphiOPユOeu日;〕aponiθu8
H.Lcユark

 O=Phi◎cOmabrθΨ■pUsPetθr6

 0thθr○=Pト1iuro■d一θa

 ・ド十

一'28一



 第3表各地点に免ける肴・潴生物

           stκ12,31911

           沈澱量㏄83.874。1訂。;75.51ア19'o■一……上・1・68寸詰一十一一67
           割合66767

           一

           割合44243

          
一1土29一



           ±二∵{111719            75.580.210Z5圭
           i割合4↓43434243
           「兀、、r・rr・r十r-r
           1・・。θ。。。。。。・。,
           NSagitta日prrr・rCr・rr.rC
           0ColPθpod-a
           口

           Caユanu88prCCO十CCCC

           、Acartia目Pr.r           ピ

           』0ithOna8pC十十           b■

           (

           dCOrycaeus8pr・rr・rrC
           o

           自○口。aeagPC十十十

           CthercoPe1Pad-arrrr

           Cユad-0cθra

           Baユanus'r.rr
           Naupユiu日Larva
           COlPθ■ata

           OikOlP1eura8pCrrr,r

           幟炉1C㏄rC十㏄CCr
           Thaユia.cθa

           Sa■Pa日pC十rCCCrr

           Ophio1P■utθu-s
           1ar可a十r・r十r・rr.r
           ∬i8heg9十十十r・r
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 産業廃水に対する生物試験

 昭和36年ア月締済企画庁主催第1回公共用水域水質技術者研修会に出席しその後回迦閑」東海区

 水産研究所魚場化学に北いて産業廃水に対する生物試験を打つたのでその結果を撒倍する。

 I試験生物としてBrinUShri叫Pを用いる方法

 B「ineSh「ij岬は戯水産ホウネンエビ(Ar
 temiaSdユina・ユ)で甲殻類の一葉脚目(Phyユ.

 ユ。Poda)に属し,艀化時の形体は第1図の如く
 f本長は0.4刑耐前後である。

 径9σπの艘高ノヤーレーに.海水を7分目程に入れ

 水面にBrinGShrimpの乾燥卵を浮べて250c

 ±1%にf琴つと・・舳後には大級艀化し・趨
 光1H…により1ケ所に集るからピペットで卵殻を避け
 て吸取り実験に供する。

 毛一害度検定試験は原則として100mZの三角フラ

 スコ淵い,数舳に稀釈された試水75・〕aづつ第1図B「i・eSh「im・幼生
 を入れた系列を用意し,これに前も・って艀化し,48時「帥没階のBrinθShrimP幼生を

 50～100尾づつ各フラスコに加えて25oc±1ocに保ち24時・胤後生存個体と死亡個
 体とを計数しその比かb,プロビツト法によプ11Lmを計算した結果は第1表の通りである。

 第1表Brine  Shrimp幼生に対する各純涯業廃水のル響

 1本化∴二Ll■止:L⊥ポ1;
 ライオニ/油脂

32

 .ユ0p。

18

.100

10

100

5.6

100

5.2

100

1.8

100

1.0

100

皮按  ㌻止間一]]
 竺一、讐」L一:  ■続L辻11:1 1.0

τ00

 旭電化プロピレン
グリコヲールプラント

0.32

14

0.18

25

0.10

46

0.056

93

0-032

100

0.018

1d0
0.010

100

 中外j製  .」∴Lユ上Ψ止且}
 ・.、〔化 1■1 32

0

18

「
.1

10

78

56

100

3,2

10[1  、1:i1㌶
 ■一:!L字  「「“一1∴l11,言11  11■「、:{■「烹



          L'一■凹■一一■

          105.63.211.00.56U.32U.10

          井ノ上化学薬品43I          00969597そ00
          凹凹

          3218'105.6一一5.21-81.O

          大日本インク065〔181949296
          ■一

          3218105.63.21.81.0

          オリエゾタル購母8078100100100100100
          5218105.63.21.81.0

          雪印乳業100100100100100100100
          一1

          3.21.81.00.56o.3?0.180.10

          板一橋メッキ工業0000508998
          川崎化成3.21.81.00.b60.320.18U.10
          洗樵廃水000gs969498

          川崎化成3.21.81.00.560.320.180.10
          日収廃水00075889ア90

          0.320.180.100.0560.0320.0180.010

          アクリル了マイド0004689100100
          一

 上段,・希釈率濃度(%)
 下段,生、存率(%)

 一皿・・試験生物としてマガキU男treagigaθ,ムラサキウニAnthOρid・arisCar1」ssi
 sPil]aの受精卵を用いる方法。

 ノヤ1・.中にて人工交配を行い,蝸微鏡下に観察しつつ・16系11胞期から分舳江1のStage(2
 ～4時間のものを直ちに■試水系列に分注し25%で24時閑」後舳撤鏡観察を行し・・州キ■雌行
 の.,、…状により二1」!j足した。マガキの発生を第2図,その影響濃度を第2表第3表,ムラサキウニ
 の発生を第引ヌ1,その影響濃.度を第4表に示す。

 嬉2表マガキ08tr舳・9iga8受精卵に対する産業廃水の影響

        廃水名濃度%105.21.00.32O.1U.0320.01
        日本化学十十十十十十十
        ライオン油脂十十一一・一'

        皮革工場十■■一一        '■

        東京ガス十十十一■÷十≡        旭電化十十十十十

        中外型薬十十十十十十一
        化学薬品十一I一一一一

        無機化学十辛十←一.一一         1

        化学嘆品十一一一一一
        一■I一一

        ■一皿回一一        ÷に上1士⊥        大日本インク'一■一一I一一一I.・オリエンよル雌母■        '■0■'■一一一一一
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 1目、印乳業1 十

 メツキ工業1  土⊥二]_上」」」」」」二」二.
 i.!l1坐土⊥二L⊥」十L㌧⊥二」二
 L⊥j_L二†⊥二.しt■一一十I 二]二]  士■

第2図  、,カキー0strθa  9iga8のイむ生

椛3表  マガキ0s'tro劃gigas受精卯に対する若一'Fの薬品の影響

 【ξ＼二辺とLしL」と⊥⊥ユ・・下一11
 L㌧LL_L_L」二_L⊥、二⊥二」
 Li」_十⊥二_⊥_t_」_二.L二」_二。」一一
 Lcuサ(㎝・02)  .士」一十⊥二LLLl.■
 〔二
 」」!・・リLl 十1 十 十十



異常 具渋

 第引凶ムラサー㌣ウニAnthocid-ari冒。ra冒si冒pinaの発生
 第4表ムラサキウニA1]thOcicLoriscrassisPina受精卵の

 産業廃水に対する影響

         廃水名■,濃胆㈲1'、10-1I+3.2…■■十to一一一1一一一十0.32一山一I+0.1』一■0-0320.01
         」王ヒ学一・

         ライオン油脂十十十一一一`

         皮革工場十一          一一一一一一

         東京ガス十十i一1         一一.一_1
         旭電化十十I+十十・十一

         中外製薬十十十十十十一

         一ユヒ_と薬_品十十j一一一■一
         一ト十一.一一         uし_由化学薬品十'I+十一一'■一

         大日本インク十羊に十一■一         オリエンタル雌母十'■一■

         雪印乳業十一i一一■'

         メツキ工業十■0一一一一十■†∵^十・         山,
         …凸一'一一

         十十

         ・(回収),一一一十十

 皿試験生物としてゴンズイpユ01,Osu6aη3gl/iユエllrisを川いろ方法

 ゴ!スイp]一〇ユ。r{us3n三1ゼui-11一■ri日1ト長18川f一{1里5夕な5尾な1席として径2a川
 '一1;さ12㎝のポリエチレン=1一」パット1τ〃水4易になるようにh式水系タilを、。一;装したものに投入し
 24;14一回侵寸でその生死の1;'二'一ユ={一ビニtIl;1=して;1」足した。
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 第一5表ゴンズイPユOユO臼uGan91ユiユa「i目に対する若千の薬1-1.,の11,三・占:1

        時間        PPM124

        100005分以内に苦悶,30分以内に死亡

        冒        b3200士ω一ω十121±13リ十15〕        ポlll・雄ω一ω一5〕±13〕一121十∴        ‡1000±l1〕一{4〕十㈲十151十(5〕
        宝320一15〕十(4〕±山十⑥十151
        賞100一(5〕斗14)一川斗15」十(5:
        O

        Hは32一15〕一(5」±l1〕_μ)十川一141柵{1H2.十㈹一2」
        )一

        10一同ニポニ1:1一15:一/5〕一㈲        3.2一151一{5〕一15〕一15〕

        10005分以内に苦悶,15分後死亡十15〕十15〕十15〕
        52030分以,}に死亡十同十151十15〕十15〕

        N

        目100十{3」±12)十(51十何斗15〕十同十㈲
        ‡32一(51一㈲十13〕一2、十{3{2〕十(51十1b〕

        債        ■10'151一同一同一151一⑥二!5〕
        の。3.2一同一同一1引一15」一向一t5〕
        ㌧1.0一151一151一同一(5」一(5〕一(5;

        0.32一(5〕一15:一15〕一t5j一151一15〕

        3.2一(o〕一15〕一5〕1+12)一曲十13に12)十(5〕
        Q

        報        ‡1.0一同一同i-5〕1-51十11〕一14〕十(5〕        U.52一15」一(5)一1一引'一㈲斗11)一月十15〕
        61        ⊆0.1_伽・15jl-151一同一(5〕一{5〕
        囮。0.032一(5j一15j…・〕一151一一(5〕一(5〕
        しU.01一同一1b〕1-5〕一(5〕一(5〕一(5〕
        由3.2_15〕十(・1一再十(5i十(・1■一冊r

        σ;

        ‡1.0一(51一151一15」十(5〕十15〕十(5」        0.52一(5〕一151一t51±(5〕十同十(引
        6一15j一同!        膀U.1一価1≡一(5〕一(51十(5〕

        O

        HはU.032_151一同一15:!一(5〕一(5〕一/51
        )3.2ヨ～3分後北亡舳」lh.十(5〕十㈲        投入後
        τ.0li十15j十15〕

        ('〕

        宮0.522～3分'…央状,15分麦几亡1+15〕十15〕十㈲
        10.1一/5〕一16;一、〕±(5〕十同.十!5〕

        つ        仁與U.052一円:一15:r5j≡一15j±15〕十(5〕
        O一0.01一151一15j一51.一`5〕一(5;一(5〕
        60.Uつ32一ゆ一151一引≡一51一同一15〕

        0001L二上…『._二二L__二9_」L.二㌧一..^二{?_皿一15「
        一一

 ≡主=':.残状なし±:苦削状残十:死亡

∴÷パ

 ()1店㍗
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 第6表産業廃水のbrineshri1叩幼生,ムラサキウニ,マガキ受精卵に対ずる弔I害濃距

       brinGshrim1P幼生に対す亭、24時間TLHムラサキウニ受精卵に対する阻害濃度マガキ受精卵に対する阻害濃度
       日本化学1.0～1.80.320.01

       ライオン油脂32異状なし1.03.2

       皮革工場32契尺たし1.010
       東風ガス52一以上5.21.O.

       旭電化0,056～0.1U.032U.032

       中外製薬0,032～0.056O.032u.032

       化学薬品10～185.210

       無機化学32異状なし1.01.0

       化学薬品1.0～3.23.1.

       大本シク5.6～100.321.0

       オリエンタル母32ユ上3.21

       印乳2一異状なし101

       メツキエ薬0.18～0.32o.10-032

       川崎化成(舳奏)0.56～1.00.0320.1
       ・(回収0.56～1.00.0320.01

 第7表若干の薬品のゴンズイ,マガキ受精卵に対する有害一濃度

   マガキ受精卵に対する阻害浪度ゴンズイに対する24時間TLlll
   Mn++MnCユ2)1032

   Z。十十(Z・S・1)1.O10～52

   Cu++(CuS04)0.320.1～0.32

   Hg++(HgC■1)0.1U.032～u.1

   CN・(N・CN)0.10.01～0.032

 1V考察

 表によるとムラサキウニ受締卯に対する一山写濃度とマガキ受精卵に対する阻害濃度は殆んど

 同一の濃度を示すがBrine8hri^1P幼生に対する24時旧」I⊥'」」mは卵割1且害濃旺に比較し
 て10～15倍である。

 マガキ受精卵に対する阻害濃度とゴンズイに対でろ24時111」TLmを比1陵するとMn3.2帖

 乞nl・O～32店,Cu3-2～101{苧,Hピ10～52倍,CN10～52倍で卵割阻害伽Σ
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 はゴ;!スイに比較して低く,、感度か一1二1い。

 BrinθShri」llユ」24111]・.ニハ土リ川で一}葉i創くの有。1服は,薬品工場,メツキ工場,川崎化

 成廃水かJ.052～う.2て・1'rに一1-1」く,ライオン油脂,ハ紳二二〔巧,無機化二戸暁水では32%で

 も典一常を認めなかった。

 汚濁試腋生物としての必・二なことは,反応か鋭敏で,試験締果の再現一1生のあること。叉閥
 魍かおきた場合実験材料か必一要に応じて入手出来ることである。

 実験村料が随時入手出来ることは乾燥保有出来るBrineShri」口1Pは非常に好都合であ
 り,産業廃水を採取一希釈してその害作用の及ぶ濃度を判定することはBrin■ShrimPで

 も充分なし得る試験方法で,この場合他の一般生物の有害濃度を比較し,州蜀係数を確認す
 る必要がある。

 再三1舳1については試験条件即ち温度等か一定なら良好な結果を示すと考えわれるので,廃

 水による生物被害濃度を間接的に推定すろことはさはど困難ではないと老一える。

 本研修中,終始,御懇、切な御指㌶を賜った東海区水研,深井博士,大久保技官に厚く御礼

 申し上げる。

担当者上田忠男

出水製紙工場廃水調査

 I目的

 前年と同様本年も6月,9月,3月に米ノ津川及ぴ附近海域の水質・泥質・汀生物・プラン
 クトニ/,潮流,河川水量.廃水量を測定したのでその結果を報告する。

 」上第1回調査昭和36年6月26～28日

 調.査地点は第1図の通りである

1.水質 /

 鷲繁淳∵マ
●○

 附近まで分散してい㌔干・い・戸1・
 水温は河川水と海水の混合するst5一0
 6.Zは満潮時は約1。・低いか,干.10・

⑰○

 潮時は舳一町川,海城上ワ.恥馴161・1・18
 度は河口は3～4m,沖合で6～9m',0

21」19
 で乃〕ろ、コpHは州川水ア0,梅」1・kは

1ア
 8.3であり,拠j拙洲川にじ。3'一一3.CL二一_.

 1〕P目て著しく少ないヂ,!舳一くでli一・;11;∴1・:工十I{1雀本調査地点
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 ZOF£M以上であろ。

 COD'ま河口で1・5～3・0円」Mと榊々1{1一いが・沖合で10pPM以下に減少している。浮游
 物質は・海域で5pPM以下又河川は30～100PFMで多い。硅雌は河川で25口～300

 Y一…1ψで廃水の脇を受ける場所は多いが・海域では11仰附近か5・トわ・七・・〃
 河1合で25～30r-3・セ。n/4」三j.下でちる,燐蚊はst2カ榊に多く,沖合へと漸次減少し
 st5・6で1・0～2・0Y-aてOl11/ψ・沖合で0・5r-a七〇m/ψ以下となる。アニ/呈ニアは
 河口が多く沖合け少ないっ

2.底質

 底質の分析結果1ま第3表の通りであり,硫化物はst5,6で0・5抑g/矛以下になり又COD
 は・t5・・6で6π〆多・海域で・・0～3・0・〆れなる。灼熱減希は1」川・液1或共に5～10
 琵であるが,St9-10附近か15～18霜で多い他1を示している。

3.汀生物

 st2,了ルコール工場廃液のため水は茶褐色を呈.しゾ特臭あり,生物は認められない。
 8t3,水は透明で,ハゼ多く,メダカ(BL15～20刑・)20尾梓.度群泳,コイ(BL

 150～16nππ)1尾・,了ユ(BL100～150舳)多敬・ベソケイカニ点在・
 テナガエビ梢々多い。カノコガイ点在コ

 St4,生物は甲殻類を除いて他の生物は言一営めず,イソガニ,ペンケイガ二点在。

 8t5・ハゼ榊々多く,キンポ・鋳・イソガニ多数コヤドカリ多数・稚エビ梢々多く・フジツボ

 多く,カキ梢々多く,イシタ.クミ多数,アオサ点在,アオノリ.点、在。

 8t6,ハゼ多数,ヨウジウオ齢,ヤドカリ多数,フジツボ多数,稚エビ、点在,イソガニ点在

 カキ点在,イシタ'クミ多数,アオサ点在,アオノリ.点、在。

4.フラニ/クトン

 フ'ランクトソの査定結果は第4表の通りで,沈澱量測定の結果8t5,6で多量の沈澱を測定
 し検鏡の結集その殆んどか硅凍一類、であった。史に幼物一1生ブラソクト=/と植物性フラノタトンの

 割合はst2か雰日t6を通じて植物性フラニ/タトンが70～90%をしめていた.

 胆当者上田地I、男荒牧孝行
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 土・1!1表水質分析結果(満潮)

1一
{
 にlll,1、㍉町1…書
 1…百一一一・一一
 一一一一一一一一一一トー一一一
91

 …一一一一■了二丁三亙1
1

-1一"

 12「・
 一一→一一

 1.一'三・

 lT;0†一I
I16
 1一■1一テ1■一

}÷・・1
 L二…1⊥1.一."、._」L___.

            日時間気温OC透目月度mPh水温OC酸一素量止PM塩素続%'。CODP止」M浮漉物PI・M硅触1/4燐ゴ/
            6.288.572Z4.6.7226.43.28'120.131.518n01

            8.062Z6iZ2524.16.84'3.68.8230
            '一一■■一〃一■26.2一7.0025.20.24'28.613.261n

            一■80L一■            〃6.3425.63.08.3524.42.2714.322.886.4
            ■一一■■

            25.83.5z9524.。14.2ア11.ア03.045.614口

            25リ3.08.2524.86.1115.491.ア64.4εo            乏27↓川}125.35.08.5525.56.月718.001.804.441,1一■'[一一一'''■一■一一一''o`            ・・コ3.08.0525.36.7116.961.54Z.040
            丁仁亙.25.45.08.552b.6Z5518.口00.884.0■…3n■25            〃81225.45.C8.5525.4z451Z870.882.8

            25.86.08.5525.2ア7218.口70.ア23.625

            '''凹〃■■【'一一〃一……一〃8.06一一I'一■一7.4ジ吐26.056.08.o625.3ア7218.n〔1U.875.225            λ3ア25.47.08.5525.5ア7218.08u.802.820`一一⊥一一〇
            ア1624.54.08.3025.5万「「72ア0.885.640
            Z2526.口Z08.5525.5λ5118.000.603.62〔

            '一'』〃一1〃ア4525.46.08.o525.4ア5418n8U.800.625
            80026.05.0寺1;17.551Z870.64.2.425U            〃75125.46.Cア6118.00U.803.225

            〃Z5025.96.08.56253L坐L⊥817u.822.8250            ___L_一_

㍗'
㌣
 一.二;1T一。.'1「

 一“亘.三■「■1■….51
U・・6111・

 '“百'ムIl.丁;丁5-1

 ギ「
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婿2表 水質分析結果(干潮)

 影∵

              一一1一

              8t月目時間気温透明度PH水温酸素・量塩素量COD浮漉物硅酸燐酸了ンモニア
              oC111一oCPPM名。PPMPPMて/坦Iソ4、/z

              26.2814.0001.4一Z1526.70.49一14ア5101.0190028.510.0

              3」'00'〃13.2429.8・Z2025.98.140.48O.723.62500.911.2

              ÷7一一              13.5051.3一Z1026.70.32■121.059.06001Z014.5
              一'一一一■]0一一一'_一一■一一■一              14.5051.40.529.52.4912.45ア355.21602.1一一一一一■5.5

              二1丁τ二一■一■一一一一L■■■一■o■■一⊥凹              14.5850.4一Z6629.83.7712.453.0429.21201.78.0

              7〃14.2051.84.08.1428.25.1016.211.442.8600.56.0

              rT・12.3231.62.08.5026.56.341Z481.548.055■一一0.6ハ〕
              __一____

              」斗"10〃12.4728.54.58.5526.7ア111Z421.446.040              13.2828.86.58.3525.5Z5618.170.522.425早二1;
              ■一一1'一''

              11〃14.08う1,84.58.1528.05.9214.492.161.670O.7一`'6.3
              '0一■"一一一一'一00.9o■8.15一'一一'o一一一一一28.0■一一'一一一一■'I'■■一一`4.8一一'一■一一一              1214.165.56.2215.052-0860一…一一0.5一一一一'一006.3

              一一〇一I

              1o〃14.29o2.08.08.302Z5ア睾818.170.642.220U.4zo
              L一一一'■一一一一''一一I■■LL15一一一              ÷;13.2129.68.08.5525.4ア4418.520.482-8U.5一一■一一■'5.6              12.5528.26.08.5526.3ア1118.001.20''一6.8…■一一15一一一■■■一■■1U.4■一一HI5.5

              斗÷二■L              15.0627.89.58.o525.1ア4818.580.562.8150.55.n

              15.5729.89.08.5025.6Z5518.250.802.015U.4一一'一5.5
              一■■一

              .13.1"__15.5829.14.58.302Z5ア、021ア.650.962.415uすT'アゴ
              一0山

              19=・15.4929.48.08.5025.8Z5518.150.641.6
              一一一・・一トー一一一一              201"13.1428.89.58.3525.1ア.4818.320.483.2幕十1戸ξ一

              I

              。'一。一」一



瑚一,5表 泥質分析結果

     st硫化。物(・〃)CODψ〃)聯置P上ユ
     20.42Z418.5Z55

     凹

     50.112.102.8Z09

     4〇一565.654.2ア55

     50.294.064.2Z78

     60.486.166.5ア.70

     7U.4S9.008.4Z74

     80.27.4.0514.3Z84

     9U.17z141ア5ア78

     10.I一一」■11U.103.1215.1ア95     一一U.162.214.2Z95

     12し丁汀1・・3.5Z88
     8.58.00

     5.58.00     15一τ丁4■195■丁万一'一σ丁42.21て訂丁情†・。lTTσ1並・1ア0,080.7812,512.2     4.8Z82一一凹8.00山■一一8.10
     180.09'1一†一1ワlU.061.555.4Z84     1.309.08.12
     一一一十

     20.止.L152.686.9凹

 第4表プランクトン高周王査三系吉=粟

       S1=25-456
       一〇

       沈澱量㏄5U.63.159.31臨.
       '■「割合98799

       Cha.θ北0c巳raSSPCCCOCcc

       RhizOsoユ軸iaslP十C

       他物1正生ブランクトソ一'       TllalassiOnω岨sPr十

       Pユθurosig11aslPr.]lIr.r

       NitZSChiaSPrr.r

       Ba.ctoril⊥struln臼Pr.rr

       Thd。ユasSiOthriXSPr.r

       SI〕irogアra螂十cc

       M白ユ0siraSPC十

       Na.7iCuユ出SPr十十       一一一一一

       割合12o

       Ceratium61Pr-1Ir

       DaPhniaユOngi日pinar.r

       O「アziasユati=Posユa「V田。メダカ桃頼r.r

       Cycユ0P8θPr       肋物性プランクトンLOnc巴UasP'■…一`r一一一一一.o凹r       Ac3.rtiaSP
       一〇

       Co=Pe二POdanau1P1iusユarVa.

       0thorcOPθlP0dar

       昆虫幼生rエーr



(1)PH

 （2）WT

 （3）D0



 （4）C工

 （5）COD

 （6）浮遊物質



 （7）SiO2

 （8）P

 （9）NＨ4-N



 （10）硫化物  （11）COD

 （12）強熱減量  （13）PH



 皿第2回調査昭和36年9月25～27円

1.水責

 透明度は河口で5～4㎜河1合で5～6腕で.もり,趾1は洲川は7.2,河口で8.00州1合で8.1

 0である。水温は満州噺11∫川で25～26oこ,河口2ア。C,1一ψ合は2Z5oC,叉干1j-1≡崎は
 満洲時より細々上昇している。酸二1一;1.}は満洲時11川て・6.5P工〕M河口は6.oPPMに減少し又沖
 合は6.5pPMと州加する。干潮時・は・満洲時と逆の関係になっている。塩素量は河口で17狐

 以下沖合で18.00ヌ6oでま・った。CODは河川で1PL」M以上11リロ附近で0・5～1・0PFMで
 あり,干潮麻0.5HMの他囲か大きくデ。っている。桂蛾は河口で50Y一・t・1円/"・沖合で
 25}一a尤OH/V以下て千満による変化はないか・燐酸は干満による変化は殆んど認のられた
 く・河川河口で0・5～1・0トatO円/a沖合でU・5次一a・tom/6以下でご・ろ。了ンモニアは
 満潮時河川で5～6}一atO1■/カ河口で5～47一士jton/Zとな州中合になると6～7さ一㈹
 ○叩/4と州加し千潮時は河川10γ一atO11/い11∫口5～10了一a・七〇11/61'中合に1≒1って減少し
 3～5、一・・。η/aである。亜硝酸は1舳時河111でU・4～0・9ト・て・・〃11ト合は0・2ト
 出Om/6以下になるが,干潮時になると河川0.5Y-a七〇"/;e以上で沖合は0.5卜。カパ㌧/2
 1ソ下となっている。

2.底伍

 硫イ鮒は子11i川は0・1～0・16叩/牙・子1i1合で0・5～U・5刑茅/牙に増加し・CODは河川5～10
 m多/ダ文子111合で4η/茅以下に減少していた。灼熱波1一.はl11川115宕以上・洲合10名以下であ
 り,PHは河川が6.6～6.8,河口でz5～Z4,沖合はZ5～z8であった。
3.矛下生物

 st2,メタ'力雑凧(BL1・0～1-5㎝)15～20尾擁泳,ベソケイガ二点在。
 81;5,ハセー(BL3…12α〃)多数,フナ(BL7㎝)稀、ハエ(BL10o皿)繍,アユl

 BL18～20㎝)多妻幼貯・泳,メダカ(BL2o㎜)梢々多一致,ホラ稚魚(B」」5c㎜)千布
 カノコガイ多数,テナガエビ鶴,硅・藻一顯(小石に附着)多数。

 St4,ハゼ(BL2～5c〃1)多数・ペンケイカニ点在,佳藻(小石に附措)鶴コ
 st5,ハゼ(BL2～5㎝)多数,イソガニ点在,ガザミ多数,ヤドカリ多数,カキ礁.フジ

 ツボ点在・ソジミ佛・インタ.クミ多数・ホトトギス点在・ウミニナ多数,イポニシ多数
 タコクラゲ協,アオサ点一往ら

 st6,ハゼ(BL4cπ1)多数,ヤドカリ多数,了コヤガイ(破だけ)鯖,フジツボ点在,一カキ
 多数・イポニシ備・イシタータミ多数,コシタ.カガニ/カラ多数,ミミズガイ(設たけ)稀
 ニシ類の卵のう鋪・アントーンクラゲ多数・タコクラゲ多数。

4.プラ:/タトン

 8t2の手側時に16.5㏄の沈I澱馬一が測定されたが,検鏡の結果・舳物11・生プランクトン3・l1項れI…

 が少数出現していたのみで・他はすべて浮漉物(茶褐色～、煤褐色)であった。次にst5,6け
 満潮時のみ採集をおこな一ったか,'{j地点とも殆んど上物物一1一生プランクトンて一しめられ,その中

 CoPolPoaa・OikoPユしur出・が殆んどで一)〕っ大、又st4は満仲」旧1に多くのCoユ・blPoda.n

 のN宥upユius工arv1ヨが出J火していナら
 一縦に今1:l1は干満と",何一物,H・フ'ラングドンとのW采は,千i!.一曲■手に{ll一物一!'≡1ブランノトソは少た

 く,、I:1」ll;一,:1時一;{.く二く'j==.出して、・ろ。111-i-17一一1・ソンンノトソ{工∫jパτll・トソーランクトノと{=く∬・1,二1{糸で、一..1-j{・,一

 時に小なく次・っていた」
 山当者上出忠、男、旭.一H串蔵,荒牧,孝行
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 1ギ5六  小、生.王分析結果 (満潮)

              r;t月目時出」'一'日メしi皿(oC)透明1辿(㎜)1-r-1水1掃。(oC)酸素・岐(P舳)塩・素・量1(劣。)COD(PPM)硅雌γ/4瞬酸ト/4了=ノモニアr/6岨仙(し
              29.η1U.45'一‡7.3624.906.4.5396.3pH2.02175U.765.8               一一■0.U.
              3一一■4〃一一一一〃10・1828.50・Z2325.508.26271.0Pハ0.621650.282.0              11.2028.10一アろ026.206.54.2205.0PPMU.92190U.63.5.口

              5〃一28.004.08.03.'b.9217.3.2U.63.司.口i」.44.05o.一一■'U.一0.一■U.              6-0'一肌一79.26'28.502.5S0326.805.891639U-6950U・59うろ.              〃1U.1029.506.08.r027.4.06.3.11ア.550.503.5U.50`5

              3.1.006.0d.102Z506.3.ア18.14.3.193.0,U.266.50.一.U.              52.004.rs1o27556.4.618.14.U.4.6251」。286.s              8〃r0.20…一一一9〃1U・25、τ一一一一^I'■一I^0■ro〃1U.49一凸一一'十一一・一111"11・15一汗丁};29.906.58102Z706.441805U.3.823.J.3.96.3.一''一0.0一■'一0.              29.505.一d.082Z556.3516.96U.4.24.0U.5.18.8

              3.U.004.o†3082Z606.3718.28u.4.23.0U.267.7U.
              る.U.006.5.1口2Z606.4.口1Z06U.554.0U.4.oア.3.

              .寸.二r0.413.1.206.5o.102ア.d06.6718.1アO.4.2200.87U.U.1'“■U.11'『一一U.              o0.005.88,101'S.102Z60一一一』■'■2ア656.4.51已.14.23.U.3.9              U.b0一.■`一■■一し.4.・}一L5.8'I11.1一…一b.3.■一一■一一一一一ア.r1一■一…一■■一一,一.巳一一一一』一■1U.0              '■'』
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 （1）pH

 （2）Wt

 （3）DO



 （4）CT

 （5）COD

 （6）SiO2



 （7）P

 （8）NH4-N

 （9）NO2-N



 （10）硫化物  （11）COD

 （12）強熱減量  （13）PH



 1㌔印.ミr一、1ミ亡i=,「'・l1三プ;1三男5r～9日

1
.

 氷・一」一.1㌧L2.1-2.1ocて・.し・二1一㌧二・,これ1・f一案.;・、.一」、11一.が鰍膀・≡』Iのため.I!一淵汽を示し23.8oCてIあ

 った。マ,・1王「1叫.1工は1』.%、」一j、.ヒ1・芦.“て13oC以FてあろJ
 l、」1,1■11け。t2ぺ1川.アト・一1五で最も1と、く,1-J川二6.7PPM.1'五丁河口附近が7～9pPM洲1合て9

 川g.5PP1・'て1・ちろ。⊥、Hは;1'j川～1リロけ.zo“=段,…li1島てI8.25て='あり,」」孟素1i….は河川川口で10
 二6o以下,,中合て18.00絡以上になっている。{jODけst2で12アljPM・河口附近で5
 P上り}上,沖合で1PPM.以下に減少していた。BODは臼t2か188PPM。河川11i1口で

 4～O上ハニ言111合て・2ヒ上〕M1」ソ下一に減少している。

2.廃水

 1制くの†一1…伏は真一気著しく,赤褐色に着色.浮流枕は少なく透川で,水温は雌雌熱1つため23.8oC
 の■帥、料を示し,PH6.84.で中11列1であるか,COD1刈3PPM,BOD198pFMで著しい汚

 染水でちる。

3.廃水,河川流.肚

 {、iポ片の1貝i」定は広井氏流速計を用い11犯刊)=に流速,カ椴を測定して流吐を暮一出した結果,廃水口の

 上≡」社で13-200Kl/Day(550け/hr)又st3ては1三92nOKξ/D1!y(581」0
 i)/j'r)又廃水f[士は34-560K'/Day(550ψ/1/r)又st3一では1三9200)/Do・y
 (5600K〆11・)又廃水量は34-56W/加y(1440Kl/jl・)であった。
4.一希釈率

 河川水旦{1によワ希釈率を算出するとst2で0・715に希秋され又st4.では0.25に希釈され

 ていることになる。

 CODによる希一釈率はst2でu-77,又st4.ではU-07アに一希秋され又河口附近でU.02,言中

 合て・はU・005～U・002に希秋さハて、・る。

 BUDによるとs1;2丸いてu.67,st4.に太いて0,055に希状され又河口附近でU.02,沖

 合に丸いてU・01以下に希釈されている〇
 …1」」l1及び河口に丸ける希釈率は。oユ⊃,B0D」二り二幸川したfll{は1略々一波しているか,s1=4では

 流水晴よワ偉山した阯は0.25で希釈率か広い,これは河川に丸いては湖下による目浄㈲Hのため

 と考えられる。即ちGt2で般:末一㍉j二0.7FザMて.多Iったものか,st4.では6.3PP正iに恢復し河

 川舳下により酸素」丁が溶解し,ピ1浄作用がある柱度行われていることがl/燃される。

 山当者上田忠男・宮田幸蔵
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 （1）DO  （2）CI

 （3）COD  （4）希釈率

 （5）BOD  （6）希釈率



 V綜合考サ11

 ㍑和3.6年度第1,2ユひ1r一」.3回・.〕、1嵩査結果から干舳して,水fiはf丁1舳・河川'ミび河口附近は汚
 勇が著しいか,満浦,=時になると加川丁とび河口j脈汚染は海水にデ州され,r1失されろ.

 水質は1:Hア」一35年岨。」二り杣々河染一.、かゴ、いか,河川はみづわたか「白上し汚;白史が.1.一{くなうていろか

 ,湖博の刊三合はヰけ水による希釈率か〔いので汚ψが架破されるとは■[;えられない。
 水虹の吟!コ!的変化一C老一し。い■')}It溶デ丁・楓、寺=で6月平.ll一」715Pユー1M,9月平均6.5PPM,5.月斗」三→9.

 01「1」L=と吋洲1'1「支出が著しいか,こねは6月千」白水淵25.5oC,9月二}均水禍28.UoC,3.

 月平均二一(局13.noCと水線の.変化も苦しいので,水淵の下降と共に服幸の溶解度かプ州げるため

 水淵の低い場合は溶存酸≠、';i・はj刊!llすることにたる。但し酸素の飽和度け6月9月3.月共にf・」iれも

 9〔コ川11〕0劣で飽斥11度の劣化はたい。

 …,…から・加州一;j」舳舳・て河川〃、、・河口附近で×パ州■合でk。程
 .暖に希釈され,このようた舳帖の離水で年物に対し州μ庵る炊博を。'乏ぽすかは・今後検討すべ
 き問題であると考える。

 、、トと質はま・阜業1差河川1氏に水.生葡の一1介茂か`～=二められる。工{1]ちみづわたか多量に発生し,st2附近は
 みづわたの・分一榊雑物と考えられる硫化水素臭が依じられ又小石は黒色しているの珪認めた。

 河川～ll!口附近はCOD,灼…1、、1ぺ;は」1.・l1川し,PHの低下か、鵜められるか,沖台に失いては1拒・業創1陵

 の変化1.〔な、・oμ.1し{他一しけ水惧のように海水で一,'1、一i:コ{されること1よないので・汕11;!1∫1コレ□・近{し{牛1枠肱

 飲廃水か榊I1打ろと,海水中岬、舳一1州こよりf主舳」徴して舳・土は史映化し父泥王1ごの冊1物
 により二ど・1的に木賞を汚染するのではないかと考えbれろ。
 汀生物に,げデろ1杉碑はst3.は殆んど膨1寺はたく,St2けパルプ工場の操業以前から了ルゴール

 」二場廃戦がi軋れ述んで生易;1は殆んど・=共られたかった」洲rで刎論その後も生.物を`.昔めない。臼t4.は

 映業前は必ず魚顯(ハゼその11り)の沈泳かみられ,父柚夘も4.～7種が佳.邊、肱泳していた.七二,1茱業
 1.ξは主としてかに～だけで生枕の柚搬,教も:」一束少していたこと1'正一宅水の影増と考えてよい。又河口
 に位するs'七5・6は生物の他則・立女は1染斐舳・1・の変化はfllゴ池て・さない。

 ブランクト;/はst2では術洲時は幼,植物'1',1ともみられるか,一千'1=jiトー=は。声■1物』ド,1プフノタトンは

 殆んど存在しフェ〈暁火の上{狛'か々、{;か,その他の二』点ではプランクト:/に対ずる廃水の杉酋げつ♪一丁

 い。

担当者上田.一組男

肝付川水系水質調査

 11【「才1135年度に引舳き、柾用工1」!離水の汚染の'一年延を夫11ろE川'Jてll11刑36年度は～1・jj.liの,.1一一査克行・っ

 たのてその結一==“.ついて,一■沽†ろ。

 ⊥、1j竹一行法.分析方法

 言1一][命」テー'共,分わ「フJ1土は.十パ155i1三吐と11r、ザ・…て・そ`'⊃,!{'r.l1旦{一占セェljl11刻のj.一リて・ぎ■ろ。
 」』.一.。。」.午純一「…

 一k竹σ).・十で;I兼.一,采けI・l11・j-1つ=;高リI〔,一..1.け1;.1一〔2「、…21o○,11バ15cC,1、『ア。C,
 5月18oCて1円、か史司iよい。上j1けZ〔一`i」1、てあ乙か11月,12月の{込1r-liは65～6.7

一358一



 で低いPH他である。塩素量はst1,2

 は海水の影響て・多いが・他の地点は10～

 15p」】Mて=・あつナこ.〕CODも11・12

 月か多く,串.良川てI3.川5工『PM,脆一.1川
 で15～20PPM,10,1月は1～2

 PPM又BODも11月か多く,st1・

 20⊃…可旦コて=50P上「M,一一良ハト625～5

 0PPM,鹿1重川で100～20upPM

 次に12月か多く,10.1月は5PPM

 以下に減少している。DO一.仁10月7…8
 PFM,11月の串良川で1～2⊥〕PM,

 鹿屋川では0.5P王〕M,12月で3.PPM,

 1月では正常に恢復する。

 アンモニ了け鍬的に10～15〆れ
 ll・12月の椛馴で20〆肌坤1価
 することもある。L!02-N一エ0・5～1・0

 ψ・1・月鵬川で・～1・〆〃j帥することもある'205は一般に1・・～…〃.
 であるか全般的世で、鹿屋川が多く,浮游物質は50～100PPMで11月か多く又全.般的に嚇曇川

 か多い。

肝付川水系調査地点図

皿泥斑分析結果

 泥質は川岸でみづわたの列止,に発生しているのは鹿屋川のst9,10,11,又串良川のst
 4.であるか,河川の中火都には一般にみつわたは認祖)ないか,11,12月は多量一のみづわたの一.沈

 下か認められた。硫化物は10,11,12月u,02m〆タ,1,3一月はu-03一～0.1m多/夕にユi鼻
 加する。CODは1n・11,12月は1～3一㎜ξ/多・1・3一月になると3。…10π{/ダに鳩力i;す
 る。

 以上時F付川I氷糸水生一⊥一1踏締巣・汚.染度州一旨一i学とさオ!、るものは11・12月の抱込鳩!の11城1りjか特

 に高い.。又地点別てほSt9,10,11,12の距一室川か高く、次いで河口附近のst1,2次

 に串良川のstら.・4.・5・6であり・上流のst7・8は汚染度か低下する。

 泥質はその汚染の指ヰ'!1とされる値は10月は低く1i,12,1,5.月の1膜に汚染段か高くなる

 ことは咋年と同ド長な傾向であり,廃水中の浮海物一又水生一菌のみづわたか発彗=淋一下して洲川」穴1に柵積

 したためと考える。

 掴当・者上:田、一ム男, 木下耕之進
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 1」一1和37年3月20日調査結果
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 過酸化水素水添加による酸素補給試験

 蓄養!量一においてユ!}、、水、㍗.影たると一三,微にDOが以少してくるので,その対策一として1,・!峻化水素
 水添'り肌よろ鰺、崇補給試j≒声を打つだ'一でその結果1(ついて才=治する。

 IDO測定法・・・…Wi]]kユer吐

 」ユ三1-jl・唆イビ水素川添力111'によるDOの1芒イビ

 洲級・1・雪氷(・・1・)ペイ㈱した液姉榊・淡水1・州し…{・
 ,8,10m4を河ミ物し,同r定時1缶1切にDOを測定した結果は絡1表,第2表の1種りて一ある。

 郡1表H!02添1力1]によるDOの変化(海.水)

鼻
 第2表H202添加によるDOの変化(淡水)

茸事並
 淡,海水共に上」2U2の・添加示の増力□と.共にDOは増加し,叉淡水の場合は72時間後に招いて
 も隻封ヒしたいか,海水添,り11は72時向後は無添加区分・とi司侑に減少した。叉K蛆η04によるH202
 を定し≒二した緒一果,淡水は72時1片」後に北いても虫・圭初の添'州昧と同!■占で分解はされなかったか,海水
 の場合は時固の。泊凸と共にH202の1せは減少し,72時哨1後には殆んどH202は存在しなか・つれ
 」皿挫枠に」=るD○め劣化

 淡水,海水104に対しH20210吻を添加し緩に携幹を行い所定時間毎にDO,H202を
 測定した結果は第,3表のヨiωてある。

       第3・表土螢幹によるDOの変イビ
       海水淡水

       時間自一置jlll…添コ□』.
       05.2816.5216.527.011Z981Z90

       15.2716.5016.216.9818.0118.03

       25.2416.3714.48Z051ア9ろ1ア.921.
       35.19一16.25I12.43ア0511ア931Z80一■一
       45.1816.199.6n6.961アラ517.59

       55.1B16.0-Pd.346.シア1Z911ア5フ

       6≡5.1116.02アlo16ワ・11788「「下ア素n
       一1」

1-1一



 上表から・ポllるように海水の場合携捺することにより名,激に.DOか減少し,5時h=・'一'にボ∫一.んど==一「

 添加区分と同舳τ低下したか,淡水のル合は伽んど'よ化汽かった。疋}こ;■n○ヰて上iプ㌧を.。ニピーし

 た結果・海水はDOと同艀H202は分;W-i失が一昌しいが,淡大の」;今は分・1」=パ牛したかっ㍍.'j'ら

 沽壬力くにh2〔」2を≠・方11手篭手年一㌃ることによりH2U2を分1一一㍗王.准了ることに.プ〔ろ。

 Wコイに刺すると2()2の影響
 淡水106に対し上1202を漱、放したものにコイを投入し1]⊃Oを測定した結棊」は第4穴,又游泳

 状1.兄聯一察納果は槍5表の{1口で平・恥

 恥4表1i202狐加水でコイ飼育中のD○の変化
         ''

 
        

≡

         }グ3時肺後0.01箔口.005%0.01%0,015完0.03%0.06%'■         Z2812.881B.0225.6158.5271.62

         14.104.159.9515.7221.1936.5971.07

         21.992.508.47τ4.0720.4934.5768.87

         3u.551.11Z4115.4819.8132.155722

         40.2811.556.2212.0518.6532.8466.39

         5・11.465.7811.5318,1152.1562.92

         6一11,085.4810.881Z2230.5461.72

 .無添加水で飼育中3時肚1,後には無酸素一代態になりこの」易合6.5jψのH202を添加した結果第

 5表の通り郁正蜥牟保つち長1」ち正常游泳を保っ時11r」は無添加区分で2時膿1,O-005%区分で
 5時出」U-01毘区分で5≡州キ=,U.015%区分以、上は7時旧」までは正常游泳を保'ら,ある程度は

 H2U2凌添加することにより真上の時哨」を妊長することか出来,ある程.度はその効果か現われ㌔

 Vプリに対するH2U2の影砕

 ブリ成瓜を何11し,i中正、水75形に1尾投入し1峠間後にH2025-61吻を添加叉海水525a
 に7尾を投入しh202801吻洲川したものについて,DOの変化は第6表,又漉泳状況の観察結
 果・は第,7表の通りである。

 郡6表H202漁加水でブリ飼育中のD0の変化

     時間無添加海水75ん1尾時間1制盲」後30%HlO15ムm〆75Z1尾30%上i20280n沌254
     U.005.370.0071335.20

     U.155.170.505.2851.30

     U.302.051.0〔」1,4250.10

     1.00U.951.3028.0229.2n

     1.501.口42.0025.9029.10

     一一2.5024.8528.90

     一■5.1-1025.95     I0一一28.90_」'__
     一一3.30

     .'4...'C上LL二。、22・52一」
 一36⊃一



 無添加区分は1帖"従にD○は1PPMに減少し平衡失調,単一上=状帳で汽るが,」{202を添力口
 しナこ区分則ち754に1」Iもは31^1州」,5254に7尾は2峠羅11まで苫't上席游泳を行った上ぺ;j・ら無添力口

 区分より2～3帖の・・;j}1はみられるか・一し・1一・1舳一1市はト2-J2だけの添力rではF可:;`のようである。
 又HlO1派11i1水のD○州」舳Wi・1出・法で行ったかこの■怜,上」202の洩j定激で,1・202
 は引'1年さ打てい六いのに,1DCは汽怖を示した。即ち2≡一n(Oh)2+H2U+肚202→2Mn
 (○H)3+2H10の反=!{一か行プ・われD○の測定fll'一は高'll'!.を示したものと考える。故にH202
 添加水のDOの州定はwi口kユ。r斗ほ小1-1互当て・.ある。又⊥」202を添加し酸素補給を行5.場合,
 h202の分r-7を何進し≡准ヨ、を逃鮒'託生せし{ろ方.玄を考えオ川.亡ならない。

 ～当一缶九万認一已,上田.1ム、男

 席5表コイ沙弥状^

         時1、引一丁一榊7丁0.n1%         14.3〕=!F丘IFF.≒・A

         214.6AAAAAAA

         315.nA.FへAAAAA・

         415.3BAAAAAA

         515.7B・ψDA川B②AAAA△止i(リ

         616.4B(1"B、'3i一B②AA-3-lB①A③α①

         7B'2=BBBAAψB①A⑥

 第7一夫ブリ漉泳『、く況

     無添力111時問後3U謁30%h1

     時間時間機織、洲を525     海水754フIリ1.宅添.刎プリ

     U.0AU.00AA

     0.12CU.30AA

     U.τ5;戦ア6/・ユn1-00A～BA
     0.20ム1.30A～B蝋那緑色A

     0.30呼吸8γlli・2.00A瑚跳唯一消失11乎吸帥i口A1戦9ぴ一
     。.38B2.50ムψ微桝1i・頭・背ビレ春胞C①B吻備
     0.43B2.36A(静止)B～山1)蝋・
     0.50脚部上価,f,.色2.43G①BG^
     1.0011脳11全1白i緑色D・B2.45B,C～皿①
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